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Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
各
委
員
会
の
活
動
報
告

・PTA会報「いわお」の特集ページ作成に
　向けての委員会

総務委員会

・７月、９月、10月、11月　定例交通指導
・10月あいさつ運動（委員長、副委員長）

生徒生活指導委員会

・PTA研修会に向けての係決め
・PTA研修会当日の運営

厚生部活動委員会

・学年懇談会の受付係、駐車場係、
　記録係の仕事

学級委員会
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稲刈り

１
年
間
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
振
り
返
っ
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
横

　山

　征

　典

　
日
頃
よ
り
皆
様
に
は
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
月
日
が
経
つ
の
も
早

い
も
の
で
も
う
12
月
、
令
和
４
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
も
第
８
波
と
い
わ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
拡
大
し

て
お
り
、
何
か
と
皆
様
も
苦
労
さ
れ
な
が
ら
日
々
送
ら
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影

響
を
受
け
、
以
前
の
様
な
活
動
を
十
分
に
行
う
事
は
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
感
染
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
に
は
な
り

ま
す
が
各
種
行
事
が
行
わ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
私
も
砺
波
地
区
、
富
山
県
、
全
国
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
連
の
各
行
事
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
８
月
の
全
国
大

会
に
つ
い
て
は
隣
の
石
川
県
で
の
開
催
と
い
う
事
も
あ
り
２
日
間

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
副
会
長
を
は
じ
め
、
委
員

の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
講
演
会
を
は
じ
め
各
種
行
事

を
開
催
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
も
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
に
は
な
り
ま
す
が
、

勉
強
・
部
活
動
を
は
じ
め
体
育
大
会
や
文
化
展
な
ど
の
各
行
事
も

以
前
よ
り
は
自
由
に
活
動
出
来
て
い
た
の
か
な
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
特
に
部
活
動
で
は
今
年
も
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
て
く
れ
て

お
り
ま
す
し
、
非
常
に
前
向
き
に
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
姿
は

頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　
個
人
的
に
は
今
年
４
月
よ
り
成
人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
が
っ

た
事
に
つ
い
て
、
保
護
者
と
し
て
家
庭
で
も
子
供
と
一
緒
に
考
え
、

話
し
合
う
事
が
非
常
に
大
切
に
な
る
と
感
じ
た
１
年
で
し
た
。
18

歳
と
い
う
事
で
高
校
３
年
生
が
対
象
に
は
な
る
の
で
す
が
、
そ
れ

ま
で
の
準
備
期
間
・
心
構
え
と
し
て
も
各
家
庭
で
早
い
時
期
よ
り

18
歳
成
人
と
い
う
事
に
つ
い
て
話
し
合
い
理
解
を
深
め
て
お
く
こ

と
が
非
常
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
保
護
者
の
同
意
な
く
出

来
る
各
種
契
約
に
潜
む
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
先
ず
は
私
達
保
護

者
が
し
っ
か
り
理
解
す
る
事
が
大
切
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　W
ith

コ
ロ
ナ
と
い
う
事
で
、
よ
う
や
く
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
し
新
し
い
生
活
様
式
も
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
来
年
は

ま
す
ま
す
こ
の
様
な
動
き
が
加
速
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
今
年
度
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も

子
供
た
ち
が
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
新
し

い
時
代
に
向
け
て
成
長
出
来
る
よ
う
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

常
に
成
長
す
る
こ
と

副
校
長
　
松

　代

　浩

　二

　
南
砺
福
野
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
生
徒
の
た
め
に

諸
活
動
の
推
進
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
に
引
き
続

き
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
感
の
あ
る
一
年
で
し
た
。
ま

だ
ま
だ
感
染
拡
大
は
収
ま
り
そ
う
も
な
く
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
し
て
正
し
い
知
識
を
理
解
し
た
う
え
で
、
併
存
し
な
が
ら

生
活
し
て
い
く
覚
悟
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。
学

校
行
事
は
、
生
徒
会
を
中
心
に
工
夫
を
重
ね
て
体
育
大
会
や
文

化
展
、
校
歌
応
援
歌
練
習
、
壮
行
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
、
以
前
と
全
く
同
じ
と
は
い
か
な
い
も
の
の
段
々
と
活
気
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
年
と
い
う
月
日
の
長
さ
は
、
人
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
感

じ
方
が
違
っ
て
き
ま
す
。
高
校
生
に
と
っ
て
は
、
学
業
や
部
活

動
な
ど
の
学
校
活
動
、
家
族
や
友
人
と
の
人
間
関
係
に
お
い
て

様
々
な
経
験
を
通
し
て
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
の
で
き
る
十
分
な

時
間
で
す
。
失
敗
し
た
り
壁
に
突
き
あ
た
っ
た
り
、
ま
た
、
自

分
の
思
う
と
お
り
に
物
事
が
進
ま
な
か
っ
た
り
な
ど
の
紆
余
曲

折
を
経
て
、
心
身
と
も
に
鍛
え
ら
れ
大
人
へ
と
成
長
し
て
い

く
。
（
す
で
に
進
学
先
や
就
職
先
の
決
ま
っ
て
い
る
３
年
生
も

含
め
）
多
く
の
生
徒
が
将
来
の
自
分
の
姿
を
ま
だ
明
確
に
は
描

く
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
思
い
悩
み
苦
し

み
な
が
ら
も
、
自
分
の
中
か
ら
少
し
ず
つ
未
来
へ
の
希
望
が
芽

生
え
は
じ
め
、
今
後
生
き
て
い
く
上
で
の
軸
と
な
る
も
の
を
確

立
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
願
い
た
い
も
の
で
す
。

　
保
護
者
と
教
職
員
か
ら
な
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
彼
ら
の
成
長
を
願

い
な
が
ら
指
導
助
言
者
と
し
て
、
ま
た
、
人
生
の
先
輩
と
し
て

支
援
し
て
い
く
立
場
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
自
身
も

学
ぶ
と
い
う
精
神
を
失
わ
ず
日
頃
か
ら
真
摯
に
己
を
省
み
努
力

を
積
み
重
ね
、
み
ず
か
ら
の
成
長
を
感
じ
て
生
活
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
姿
を
見
せ
て
い
く

こ
と
が
、
彼
ら
高
校
生
に
と
っ
て
明
日
へ
の
道
し
る
べ
の
一
つ
と

な
る
は
ず
で
す
。
年
末
に
こ
の
一
年
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
を
見

つ
め
、
成
長
の
度
合
い
を
確
か
め
る
と
と
も
に
自
分
自
身
を
労

い
、
さ
ら
に
新
し
い
目
標
と
な
る
志
を
立
て
る
。
「
来
年
ま
た

成
長
し
た
自
分
に
出
会
え
る
よ
う
に
」
そ
う
思
っ
て
、
こ
の
年

の
瀬
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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髙
山
　
　
柊
（
31
Ｈ
）

　
　
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
少
年
女
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
澤
田
　
愛
華
（
32
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
安
達
　
芹
香
（
31
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
男
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
髙
山
　
　
柊
（
31
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
重
平
　
大
智
（
21
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
女
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
安
達
　
芹
香
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
澤
田
　
愛
華
（
32
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
少
年
男
子
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
大
原
　
士
侑
（
34
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
脊
戸
　
琉
成
（
32
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
少
年
女
子
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
澤
田
　
愛
華
（
32
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
今
井
　
　
怜
（
31
Ｈ
）

・
北
信
越
高
校
新
人
大
会

　
　
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
少
年
男
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
重
平
　
大
智
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
位
　
横
山
　
晃
征
（
25
Ｈ
）

　
　
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
少
年
女
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
前
寺
菜
々
美
（
26
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
男
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
奥
野
　
義
生
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
朝
日
　
清
紀
（
26
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
位
　
藤
井
　
佑
太
（
16
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
女
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
西
東
　
咲
葵
（
17
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
森
田
結
和
菜
（
11
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
大
島
　
萌
生
（
17
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
位
　
辻
　
　
唯
愛
（
17
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
新
人
大
会

　
　
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
少
年
男
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
重
平
　
大
智
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
横
山
　
晃
征
（
25
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
本
多
　
真
哉
（
23
Ｈ
）

　
　
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
少
年
女
子
立
60
射
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
前
寺
菜
々
美
（
26
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
男
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
奥
野
　
義
生
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
重
平
　
大
智
（
21
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
女
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
西
東
　
咲
葵
（
17
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
森
田
結
和
菜
（
11
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
辻
　
　
唯
愛
（
17
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
少
年
男
子
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
朝
日
　
清
紀
（
26
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
重
平
　
大
智
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
横
山
　
晃
征
（
25
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
少
年
女
子
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
西
東
　
咲
葵
（
17
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
森
田
結
和
菜
（
11
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
前
寺
菜
々
美
（
26
Ｈ
）

◆
新
体
操

・
富
山
県
高
校
春
季
大
会

　
　
女
子
フ
ー
プ
　
　
　
１
位
　
水
野
　
美
鈴
（
25
Ｈ
）

　
　
女
子
ボ
ー
ル
　
　
　
１
位
　
水
野
　
美
鈴
（
25
Ｈ
）

　
　
女
子
個
人
総
合
　
　
１
位
　
水
野
　
美
鈴
（
25
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
水
上
　
凜
音
（
35
Ｈ
）

　
　
女
子
団
体
　
　
　
　
１
位

・
富
山
県
高
校
総
体

　
　
女
子
フ
ー
プ
　
　
　
１
位
　
水
野
　
美
鈴
（
25
Ｈ
）

　
　
女
子
ボ
ー
ル
　
　
　
１
位
　
水
野
　
美
鈴
（
25
Ｈ
）

　
　
女
子
個
人
総
合
　
　
２
位
　
水
野
　
美
鈴
（
25
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
山
根
菜
乃
花
（
27
Ｈ
）

　
　
女
子
団
体
　
　
　
　
１
位

・
北
信
越
高
校
体
育
大
会

　
　
個
人
試
合
　
　
　
　
６
位
　
水
野
　
美
鈴
（
25
Ｈ
）

・
北
信
越
国
民
体
育
大
会

　
　
少
年
女
子
団
体
　
　
３
位
　
富
山
県
代
表

　
　
少
年
女
子
個
人
　
リ
ボ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
山
根
菜
乃
花
（
27
Ｈ
）

・
富
山
県
民
体
育
大
会

　
　
少
年
女
子
団
体
　
フ
ー
プ
　
１
位
　

　
　
少
年
女
子
個
人
　
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
水
上
　
凜
音
（
35
Ｈ
）

・
富
山
県
高
等
学
校
新
人
大
会

　
　
女
子
個
人
総
合
　
２
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
水
野
　
美
鈴
（
25
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
山
根
菜
乃
花
（
27
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
前
川
　
舞
美
（
22
Ｈ
）

　
　
種
目
別
　
ボ
ー
ル
　
１
位
　
水
野
　
美
鈴
（
25
Ｈ
）

　
　
ク
ラ
ブ
　
　
　
　
　
１
位
　
水
野
　
美
鈴
（
25
Ｈ
）

◆
新
体
操

・
富
山
県
高
校
総
体
　
女
子
　
２
位

《
そ
の
他
》

・
富
山
県
青
少
年
美
術
展

　
　
書
部
門
　
　
　
　
　
金
賞
　
三
島
　
柚
乃
（
36
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
選
　
河
合
　
優
花
（
21
Ｈ
）

　
　
絵
画
部
門
　
　
　
　
入
選
　
浦
井
　
沙
綾
（
11
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箭
原
　
　
葵
（
11
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
　
歩
実
（
12
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
奈
未
（
23
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
紗
英
（
25
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
山
菜
々
実
（
26
Ｈ
）

・
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
署
長
賞
　
架
田
　
　
昊
（
14
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
ス
ピ
ー
チ
部
門
　
奨
励
賞
　
山
田
　
柊
翔
（
26
Ｈ
）

◆
農
業
環
境
科

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
富
山
県
大
会
　

　
　
意
見
発
表
会
分
野
Ⅰ
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
　
田
中
　
駿
也
（
36
Ｈ
）

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

　
　
分
野
Ⅱ
類
　
開
発
・
保
全
・
創
造
　
優
秀
賞

　
　
分
野
Ⅲ
類
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
　
優
秀
賞

◆
福
祉
科

・
北
信
越
高
校
生
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
良
賞
　
山
本
　
美
怜
（
37
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
　
蛍
子
（
37
Ｈ
）

・
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
高
校
生
の
部
　
最
優
秀
賞
　
松
井
　
彩
吹
（
37
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
　
岡
田
　
彩
鈴
（
27
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
　
小
森
あ
ず
き
（
17
Ｈ
）
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食堂の活性化について食堂の活性化について
　南砺福野高校には食堂があります。生徒数の減少などで経営難から撤退して食堂が
なくなった学校が増えています。本校の食堂もコロナ禍や食材費の値上がりなどの影
響で経営は決して楽ではありません。食堂を維持してもらうために、何かアイデアは
ないだろうか？総務委員会では、まず現状把握のためのアンケートを実施しました。

全校生徒のうち669名からオンラインアンケートで回答を得ました。67名の教員からも回答を得て、その
結果をまとめました。また、アンケート結果を基に11月21日（月）に総務委員会の役員と学校側から事務
部長と担当教員で座談会を実施し、食堂の活性化について検討しました。

食堂に関するアンケート結果（生徒、教員）

・いつも買えるメニューと違うから新鮮
・ちょっと豪華
・バランスの良い食事ができること
・今週は何かなと、楽しみになる。
・ワクワクして食堂に行けること
・価格の割にボリュームがあっていい
・買えたことはないけど毎週楽しみ 

・今週は何だろうと楽しみになること
・多彩なメニューが楽しめること
・バランスが良い、汁物が付くのも魅力
・メニューに変化があって嬉しい
・調理員さんの努力が感じられる
・生徒との話題にもなり、感想交換している。
・ワンコイン！ 
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Ｑ1 食堂で買ったことがあるものは何ですか？（複数回答可）
生徒

Ｑ2 食堂メニューの利用頻度は？（テイクアウトを含む）

Ｑ3 食堂でよく注文するメニューは何ですか？

Ｑ4 食堂利用時のパターンはどれが多いですか？

Ｑ5 券売機になって便利になったと思いますか？

Ｑ6 週替わりランチの魅力は何ですか？（抜粋）

Ｑ7 食堂を利用していない理由は何ですか？

Ｑ8 今後どんなメニューを取り入れて欲しいですか？（抜粋）
オムライス、パスタ、ハンバーグ
唐揚げ、カツ丼、から揚げ丼、牛丼
焼きそば、ハンバーガー、肉まん
デザート、チャーハン、サラダ、など

サラダ、ハムカツ、アメリカンドック
肉まん、コロッケ、サンドイッチ
カツ丼、チキンフライ、スイーツ
野菜が多めのランチ、焼きそば、など

Ｑ9 食堂について思うことを自由に書いてください。（抜粋）

・農業科の野菜を利用したメニューがあるといい。食堂はぜひ継続してほしい。
・ランチの販売個数を増やして欲しい。
・いつもおいしい温かいご飯をありがとうございます。
・食堂のみなさんに元気で明るく対応していただき、おいしさと元気をもらっています。
・午前中の授業の合間に販売するメニューを開発し、利用率をアップする
・弁当の予約販売をスマホを利用した利便性の高いものにできないか。
・新メニューに挑戦されていて素晴らしい。
・クーポン、期間限定で大盛無料などがあるとさらに楽しみになる。
・可能なら１３時過ぎても営業してもらえたら嬉しい。
・あったかいものを食べることができて助かります。店員さんも優しい方ばかりです。
・コロッケ販売を復活してください。
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弁当があるから
食堂は混んでそう
時間がかかるから

その他
魅力を感じない

遠いから

生徒のみなさんは礼儀正しく、マナーもとても良く素晴らしいと感じています。
食器を返す時には、「ごちそうさまでした」「ありがとうございます」と声をかけてくれることがとても嬉し
く、私たちへのエネルギーになっています。

Ｑ1 週替わりランチを考案したのは誰ですか？

Ｑ2 週替わりランチの売れ行きはどれくらいですか？

Ｑ4 南砺福野高校生に一言お願いします。

Ｑ3 今後、どのような食堂にしたいですか？

事務部長さんからランチの提案をいただいた。食材のロスを防ぐために週替わりにした。

予約で完売する場合もある。人気のメニューは限定数を増やすことがある。

みなさんの憩いの場になれたらと努めている。
気軽に来てもらえるように、私たちがどんなことができるかを日々考えています。

教員

生徒 教員

生徒 教員

生徒

教員

生徒 教員

生徒 教員

生徒 教員

生徒 教員

生徒

教員

・食堂のある高校があまりないのでとてもいいと思う。
・これから寒くなるので暖かいものを食べたいときに便利だと思います。
・テレビがあって、雰囲気がいいと思う。
・とても便利だし、おいしい。放課後の一時間くらいも販売してほしい。
・教室から遠いのであまり行く気にはならない。
・揚げ物系、カツサンドをもう一度販売してほしいです。
・混んでいていきづらく感じます。
・座席が少なく利用しにくい。
・持ち帰りを前の時みたいに捨てられる容器にしてほしい。
・週替わりランチが食べたくてもすぐに売り切れてしまう。
・職員さんたちが明るく話しかけてくれるのでとても楽しい気分で食堂に行ける。

弁当があるから
食堂は混んでそう

メニューに魅力を感じない
時間がかかる

その他 11
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食堂の活性化について食堂の活性化について
　南砺福野高校には食堂があります。生徒数の減少などで経営難から撤退して食堂が
なくなった学校が増えています。本校の食堂もコロナ禍や食材費の値上がりなどの影
響で経営は決して楽ではありません。食堂を維持してもらうために、何かアイデアは
ないだろうか？総務委員会では、まず現状把握のためのアンケートを実施しました。

全校生徒のうち669名からオンラインアンケートで回答を得ました。67名の教員からも回答を得て、その
結果をまとめました。また、アンケート結果を基に11月21日（月）に総務委員会の役員と学校側から事務
部長と担当教員で座談会を実施し、食堂の活性化について検討しました。

食堂に関するアンケート結果（生徒、教員）

・いつも買えるメニューと違うから新鮮
・ちょっと豪華
・バランスの良い食事ができること
・今週は何かなと、楽しみになる。
・ワクワクして食堂に行けること
・価格の割にボリュームがあっていい
・買えたことはないけど毎週楽しみ 

・今週は何だろうと楽しみになること
・多彩なメニューが楽しめること
・バランスが良い、汁物が付くのも魅力
・メニューに変化があって嬉しい
・調理員さんの努力が感じられる
・生徒との話題にもなり、感想交換している。
・ワンコイン！ 
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Ｑ1 食堂で買ったことがあるものは何ですか？（複数回答可）
生徒

Ｑ2 食堂メニューの利用頻度は？（テイクアウトを含む）

Ｑ3 食堂でよく注文するメニューは何ですか？

Ｑ4 食堂利用時のパターンはどれが多いですか？

Ｑ5 券売機になって便利になったと思いますか？

Ｑ6 週替わりランチの魅力は何ですか？（抜粋）

Ｑ7 食堂を利用していない理由は何ですか？

Ｑ8 今後どんなメニューを取り入れて欲しいですか？（抜粋）
オムライス、パスタ、ハンバーグ
唐揚げ、カツ丼、から揚げ丼、牛丼
焼きそば、ハンバーガー、肉まん
デザート、チャーハン、サラダ、など

サラダ、ハムカツ、アメリカンドック
肉まん、コロッケ、サンドイッチ
カツ丼、チキンフライ、スイーツ
野菜が多めのランチ、焼きそば、など

Ｑ9 食堂について思うことを自由に書いてください。（抜粋）

・農業科の野菜を利用したメニューがあるといい。食堂はぜひ継続してほしい。
・ランチの販売個数を増やして欲しい。
・いつもおいしい温かいご飯をありがとうございます。
・食堂のみなさんに元気で明るく対応していただき、おいしさと元気をもらっています。
・午前中の授業の合間に販売するメニューを開発し、利用率をアップする
・弁当の予約販売をスマホを利用した利便性の高いものにできないか。
・新メニューに挑戦されていて素晴らしい。
・クーポン、期間限定で大盛無料などがあるとさらに楽しみになる。
・可能なら１３時過ぎても営業してもらえたら嬉しい。
・あったかいものを食べることができて助かります。店員さんも優しい方ばかりです。
・コロッケ販売を復活してください。
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その他
魅力を感じない
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生徒のみなさんは礼儀正しく、マナーもとても良く素晴らしいと感じています。
食器を返す時には、「ごちそうさまでした」「ありがとうございます」と声をかけてくれることがとても嬉し
く、私たちへのエネルギーになっています。

Ｑ1 週替わりランチを考案したのは誰ですか？

Ｑ2 週替わりランチの売れ行きはどれくらいですか？

Ｑ4 南砺福野高校生に一言お願いします。

Ｑ3 今後、どのような食堂にしたいですか？

事務部長さんからランチの提案をいただいた。食材のロスを防ぐために週替わりにした。

予約で完売する場合もある。人気のメニューは限定数を増やすことがある。

みなさんの憩いの場になれたらと努めている。
気軽に来てもらえるように、私たちがどんなことができるかを日々考えています。

教員

生徒 教員

生徒 教員

生徒

教員

生徒 教員

生徒 教員

生徒 教員

生徒 教員

生徒

教員

・食堂のある高校があまりないのでとてもいいと思う。
・これから寒くなるので暖かいものを食べたいときに便利だと思います。
・テレビがあって、雰囲気がいいと思う。
・とても便利だし、おいしい。放課後の一時間くらいも販売してほしい。
・教室から遠いのであまり行く気にはならない。
・揚げ物系、カツサンドをもう一度販売してほしいです。
・混んでいていきづらく感じます。
・座席が少なく利用しにくい。
・持ち帰りを前の時みたいに捨てられる容器にしてほしい。
・週替わりランチが食べたくてもすぐに売り切れてしまう。
・職員さんたちが明るく話しかけてくれるのでとても楽しい気分で食堂に行ける。

弁当があるから
食堂は混んでそう

メニューに魅力を感じない
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Ａさん：食堂で暖かいものが食べられるのはいいと思う。うちの子は弁当派で保温水筒にスープを入れて持たせ
ている。

Ｂさん：うちの子はほぼ毎日食堂を利用しており、たいへん助かっている。なんとか継続してほしい。
Ｃさん：運動部で弁当だけでは足らず、ミニラーメンなどを追加しているようだ。
Ｄさん：私自身はもっと食堂を利用してほしいと思っているが、１年生のときは行きづらく感じていたようだ。

２年生になって、週１で友達と食堂に行くと決めて先日も、からあげ丼がおいしかったと言っていました。
Ｅさん：弁当が作れない日はお金を渡しているが、もったいないと感じてかパンを買っていることが多いようだ。
Ｆさん：ときどき500円くれと言って食堂に入っている。友達と行ってお菓子などを買って楽しんでいるようだ。
Ｇさん：たまに食堂を利用しているが、ほぼ弁当。
Ｈさん：１年生は食堂が使えないと思っているのか行っていないようだ。今後

できれば、週１、２回で使わせたい。
Ｊさん：コロナ過で、食堂の座席数が少なく、同じ方向で座って食べているの

も、利用者が増えない要因ではないか。
Ｋさん：食堂では主にアイス、お菓子、パン、おにぎりなどを買っているようだ。
Ｌさん：週に一度は弁当OFFの日を作って、食堂を利用させている。家までの

帰り道にコンビニなどがないので、食堂にパンやアイスなどがあり助
かっている。

厚
生
部
活
動
委
員
長

　丈
田

　幸
平

　

　
私
が
子
育
て
で
心
掛
け
て
い
る
の
は
子
ど
も
た

ち
が
社
会
に
出
る
ま
で
に
ど
れ
だ
け
の
経
験
値
を

増
や
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
！
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
人
生
は
一
度
き
り
。

　
過
去
を
後
悔
し
て
や
り
直
す
こ
と
は
で
き
な
く

て
、
そ
の
時
、
そ
の
瞬
間
、
絶
え
間
な
く
や
っ
て

く
る
判
断
が
人
生
を
左
右
し
て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
時
、
そ
の
瞬
間
の
判
断
は
、
そ

れ
ま
で
に
経
験
し
て
き
た
様
々
な
失
敗
や
経
験
の

中
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
真
剣
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
で
納
得
し
た
人
生
を
歩
め
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
失
敗
に
は
価
値
が
あ
り
、

日
本
の
企
業
は
そ
ん
な
人
材
を
求
め
て
い
る
と
豊

嶋
氏
は
言
い
ま
し
た
。

　
私
が
想
像
も
つ
か
な
い
く
ら
い
の
様
々
な
立
場

の
人
、
人
種
、
数
多
く
の
上
司
や
部
下
な
ど
と
接

し
て
き
た
豊
嶋
氏
の
話
に
は
説
得
力
が
あ
り
、
毎

年
、
地
元
大
阪
の
忘
年
会
で
会
う
豊
嶋
氏
と
は
全

く
の
別
人
で
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
を
主
催
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

で
改
め
て
人
と
の
出
逢
い
の
大
切
さ
と
面
白
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　
わ
ざ
わ
ざ
ご
家
族
で
大
阪
か
ら
来
県
さ
れ
素

晴
ら
し
い
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
豊
嶋
様
、
お

忙
し
い
中
研
修
会
に
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
私
の
勝

手
な
人
選
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
寒

い
中
受
付
や
誘
導
員
を
し
て
い
た
だ
い
た
委
員
会

の
皆
様
、
そ
ん
な
皆
様
と
同
じ
時
間
を
共
有
で
き

た
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に

　
研
修
会
1
時
間
前
、
私
の
車
の
助
手
席
に
座
っ

て
い
る
豊
嶋
氏
に
何
気
な
く
『
普
段
か
ら
講
演
会

み
た
い
な
形
で
人
前
で
お
話
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

か
？
』
と
質
問
し
て
み
ま
し
た
。

　
豊
嶋
氏
は
『
た
く
さ
ん
の
依
頼
は
あ
る
け
れ
ど

全
部
断
っ
て
い
る
ん
だ
よ
ね
、
今
の
と
こ
ろ
福
野

高
校
だ
け
だ
よ
ね
。
』
と
さ
ら
り
。

　
豊
嶋
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
！

厚
生
部
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あ
っ
と
い
う
間
の
60
分
間
で
し
た
。
興
味
津
々

な
内
容
で
あ
り
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
聞
き

入
っ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

　
入
社
し
て
か
ら
ご
自
身
の
経
験
を
も
と
に
感
じ

た
こ
と
、
伸
び
る
人
の
共
通
性
、
高
校
生
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
の
内
容
で
し
た
が
、
共
感
で
き
る
こ
と

が
多
々
あ
り
私
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
か
と
思
っ
て
し

ま
っ
た
。

　
人
の
好
さ
そ
う
な
お
っ
ち
ゃ
ん
か
ら
次
々
繰
り

出
さ
れ
る
フ
レ
ー
ズ
。
心
に
残
っ
た
の
は
「
成
功

よ
り
も
失
敗
か
ら
学
ぶ
」、「
学
ぶ
心
さ
え
あ
れ

ば
、
万
物
す
べ
て
こ
れ
我
が
師
で
あ
る
」

　
豊
嶋
さ
ん
も
仰
っ
て
い
た
が
、
10
代
や
20
代
で

の
う
ち
に
や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
興
味
が
あ
る
こ

と
に
失
敗
を
恐
れ
ず
た
く
さ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ほ
し
い
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
自
体
が
成
功
す

る
た
め
の
第
一
歩
で
も
あ
る
。
出
来
る
の
で
あ
れ

ば
誰
も
が
失
敗
し
た
く
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

若
い
と
き
で
あ
れ
ば
失
敗
し
て
も
い
く
ら
で
も
や

り
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
大
事
な
の
は
失
敗
し
た

で
終
え
ず
、
失
敗
か
ら
学
び
と
し
て
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
る
か
。
自
分
の
考
え
方
や
取
り
組
み
方

が
そ
れ
で
良
か
っ
た
の
か
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
ど
ん
な
こ
と
か
ら
も
素
直
に
学

び
た
い
と
思
う
。厚

生
部
活
動
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員
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今
回
「
考
え
方
を
変
え
れ
ば
人
生
そ
の
も
の
が

変
わ
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
豊
嶋
先
生
に
講
演
い

た
だ
き
、
先
生
ご
自
身
が
仕
事
を
通
し
て
肌
で
感

じ
た
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
「
伸
び
る

人
」
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
常
に
明
る
く
前
向
き

で
あ
る
こ
と
②
課
題
か
ら
逃
げ
ず
に
向
き
合
う
こ

と
③
目
先
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
ず
、
本
質
を
見
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
④
「
学
び
の
ス
ピ
ー
ド
」
が

早
い
こ
と
⑤
失
敗
を
恐
れ
ず
、
む
し
ろ
、
成
功
よ

り
も
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
す
。

　
講
演
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
②
課

題
か
ら
逃
げ
ず
に
向
き
合
え
る
人
に
な
る
た
め
、

子
供
に
は
、
居
心
地
の
悪
い

環
境
も
含
め
て
新
し
い
環
境

を
ど
ん
ど
ん
経
験
さ
せ
る
こ

と
や
「
成
功
」
で
は
な
く

「
成
長
」
を
褒
め
る
こ
と
が

大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
今
後
は
、
今
回
の
講
演
で

得
た
知
識
を
活
か
し
、
子
供

た
ち
の
成
功
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
失
敗
に
対
し
て
も
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
勇
気
を
称

え
共
に
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回

は
、
大
変
有
意
義
な
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。厚

生
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活
動
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大
手
企
業
の
社
長
が
講
師
の
講
演
…
堅
苦
し
い

話
か
と
思
い
き
や
朗
ら
か
な
笑
顔
の
朗
ら
か
な
話

し
方
で
会
場
を
ひ
と
つ
に
し
、
ア
ッ
と
言
う
間
に

時
間
が
過
ぎ
一
言
一
言
が
心
に
し
み
ま
し
た
。

　
講
師
の
豊
嶋
さ
ん
本
人
は
、
人
の
上
に
立
つ
人

間
で
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
だ
わ
り
の
な
い
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
で
建
前
で
は

な
く
、
本
音
で
接
し
信
頼
関
係
を
築
き
周
囲
の
人

も
自
然
と
心
地
よ
い
の
で
ト
ッ
プ
に
ふ
さ
わ
し
い

の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。
職
場
で
予
想
外
の
問
題

が
発
生
し
た
時
な
ど
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
る
状
態

で
も
前
向
き
に
取
り
組
み
、
た
と
え
思
う
よ
う
な

結
果
に
な
ら
な
く
て
も
一
つ
の
経
験
と
し
て
捉

え
、
「
次
は
う
ま
く
い
く
」
と
プ
ラ
ス
に
…
失
敗

を
恐
れ
ず
む
し
ろ
成
功
よ
り
も
失
敗
か
ら
学
ぶ

と
。
そ
こ
か
ら
逃
げ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
納

得
で
す
。
今
、
我
が
子
に
進
路
に
つ
い
て
聞
く
と

「
分
か
ら
ん
」
と
返
っ
て
き
ま
す
。
私
も
高
校
の

時
を
思
い
出
す
と
何
も
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
豊
嶋
さ
ん
に
も
聞
い
て
み
た
ら
「
自
分
も
何

も
考
え
ず
に
高
校
生
活
を
た
だ
楽
し
ん
で
い
た
」

と
…
な
ら
大
丈
夫
か
と
安
心
し
、
子
ど
も
の
こ
れ

か
ら
を
見
守
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

1993年4月 松下電器産業株式会社（現パナソニック株式会社）入社
 テレビ本部 テレビ事業部に配属
2013年4月 パナソニック株式会社　ＡＶＣネットワークス社
 パナソニックＡＶＣネットワークスインド（株）社長
 （2013年4月～2017年3月 インドにて勤務）
2017年4月 同社　アプライアンス社　ランドリー・クリーナー事業部
 トワレ・電気暖房事業　総括担当
2019年4月 同社　アプライアンス社　スマートライフネットワーク事業部
 ビジュアル・サウンドビジネスユニット　ビジネスユニット長
2019年12月 同社　アプライアンス社　常務
2020年4月 同社　アプライアンス社　副社長
 スマートライフネットワーク事業部　事業部長
2022年4月 パナソニック エンターテインメント＆コミュニケーション株式会社
 社長執行役員　チーフ・エグゼクティブ・オフィサー（ＣＥＯ）

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

豊嶋社長のプロフィール

　役員の皆さんから、弁当派と食堂派の意見をお聞きすることができまし
た。印象的だったのは、弁当派が圧倒的に多かったということです。手抜き
で食堂を利用するといったことではなく、運動部で弁当だけでは足りない生
徒が、足りない分として食堂を利用する場合や、勤務形態により作る時間が
ない家庭が利用するといった時代背景があることを知る機会となりました。
　欠かさず必要な食事ですので、県内では数少ない直営食堂が今後も続けて
いただきたいと感じました。本校OBの献身的な営業努力もあるなかで、エ
アコンの整備をすることで、より一層活用できる食堂に期待しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務委員長　松井

Ｍさん：とにかく安くてお腹がいっぱいになるメニューがあるとよい。
事務長：プラス50円で「大盛り」プラス100円で「特盛り」にできます。
Ｍさん：カレーのルーなども多めでお願いします。
Ｋさん：サイドメニューをもっと増やしてほしい。
Ｎさん：インスタント食品用のポットを置いてはどうか。
事務長：コンビニ用の電子レンジを購入して時短の工夫を考えている。
Ｂさん：弁当販売の話は進んでいるのか。
事務長：スマホ予約でのシステムを導入している事例はあるが、弁当納入業者の選定も含めて課題もあり検討中であ

る。昼食時間は限られているので、一般の方も利用しやすい食堂にして収益を上げることも検討している。

橋本事務部長
　現在、県立高校35校中15校で食堂を運営しているが、生徒数減が影響し経営難から
減少の一途である。多くは弁当会社の委託販売で、学校側の支援でかろうじて維持して
いる。本校の食堂は、OBの花島精肉店さんのご厚意で経営を継続しているが、やはり
経営は厳しく、経営安定のための策を講じる必要があった。今までは２人の職員さんの
うち、１人が会計業務に追われ、待ち時間が長く効率が悪かった。券売機の導入によ
り、時間にゆとりが生まれ、週替わりランチの導入や予約テイクアウトが可となり利便
性が上がっている。今後は「食堂パワーアップ」としてエアコンの導入で会議室として
の機能を持たせたり、スマートフォンによるオンライン予約なども検討している。

　１１月２６日（土）本校東雲ホールにて、パナソ
ニックエンターテイメント＆コミュニケーション株
式会社代表取締役社長の豊嶋明氏に「考え方を
変えれば人生そのものが変わる」という演題で
ご講演いただきました。

　１１月２６日（土）本校東雲ホールにて、パナソ
ニックエンターテイメント＆コミュニケーション株
式会社代表取締役社長の豊嶋明氏に「考え方を
変えれば人生そのものが変わる」という演題で
ご講演いただきました。

考
え
方
を
変
え
れ
ば

人
生
そ
の
も
の
が
変
わ
る

「食堂の
　活性化」

総務委員会座談会
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Ａさん：食堂で暖かいものが食べられるのはいいと思う。うちの子は弁当派で保温水筒にスープを入れて持たせ
ている。

Ｂさん：うちの子はほぼ毎日食堂を利用しており、たいへん助かっている。なんとか継続してほしい。
Ｃさん：運動部で弁当だけでは足らず、ミニラーメンなどを追加しているようだ。
Ｄさん：私自身はもっと食堂を利用してほしいと思っているが、１年生のときは行きづらく感じていたようだ。

２年生になって、週１で友達と食堂に行くと決めて先日も、からあげ丼がおいしかったと言っていました。
Ｅさん：弁当が作れない日はお金を渡しているが、もったいないと感じてかパンを買っていることが多いようだ。
Ｆさん：ときどき500円くれと言って食堂に入っている。友達と行ってお菓子などを買って楽しんでいるようだ。
Ｇさん：たまに食堂を利用しているが、ほぼ弁当。
Ｈさん：１年生は食堂が使えないと思っているのか行っていないようだ。今後

できれば、週１、２回で使わせたい。
Ｊさん：コロナ過で、食堂の座席数が少なく、同じ方向で座って食べているの

も、利用者が増えない要因ではないか。
Ｋさん：食堂では主にアイス、お菓子、パン、おにぎりなどを買っているようだ。
Ｌさん：週に一度は弁当OFFの日を作って、食堂を利用させている。家までの

帰り道にコンビニなどがないので、食堂にパンやアイスなどがあり助
かっている。

厚
生
部
活
動
委
員
長

　丈
田

　幸
平

　

　
私
が
子
育
て
で
心
掛
け
て
い
る
の
は
子
ど
も
た

ち
が
社
会
に
出
る
ま
で
に
ど
れ
だ
け
の
経
験
値
を

増
や
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
！
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
人
生
は
一
度
き
り
。

　
過
去
を
後
悔
し
て
や
り
直
す
こ
と
は
で
き
な
く

て
、
そ
の
時
、
そ
の
瞬
間
、
絶
え
間
な
く
や
っ
て

く
る
判
断
が
人
生
を
左
右
し
て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
時
、
そ
の
瞬
間
の
判
断
は
、
そ

れ
ま
で
に
経
験
し
て
き
た
様
々
な
失
敗
や
経
験
の

中
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
真
剣
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
で
納
得
し
た
人
生
を
歩
め
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
失
敗
に
は
価
値
が
あ
り
、

日
本
の
企
業
は
そ
ん
な
人
材
を
求
め
て
い
る
と
豊

嶋
氏
は
言
い
ま
し
た
。

　
私
が
想
像
も
つ
か
な
い
く
ら
い
の
様
々
な
立
場

の
人
、
人
種
、
数
多
く
の
上
司
や
部
下
な
ど
と
接

し
て
き
た
豊
嶋
氏
の
話
に
は
説
得
力
が
あ
り
、
毎

年
、
地
元
大
阪
の
忘
年
会
で
会
う
豊
嶋
氏
と
は
全

く
の
別
人
で
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
を
主
催
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

で
改
め
て
人
と
の
出
逢
い
の
大
切
さ
と
面
白
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　
わ
ざ
わ
ざ
ご
家
族
で
大
阪
か
ら
来
県
さ
れ
素

晴
ら
し
い
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
豊
嶋
様
、
お

忙
し
い
中
研
修
会
に
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
私
の
勝

手
な
人
選
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
寒

い
中
受
付
や
誘
導
員
を
し
て
い
た
だ
い
た
委
員
会

の
皆
様
、
そ
ん
な
皆
様
と
同
じ
時
間
を
共
有
で
き

た
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に

　
研
修
会
1
時
間
前
、
私
の
車
の
助
手
席
に
座
っ

て
い
る
豊
嶋
氏
に
何
気
な
く
『
普
段
か
ら
講
演
会

み
た
い
な
形
で
人
前
で
お
話
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

か
？
』
と
質
問
し
て
み
ま
し
た
。

　
豊
嶋
氏
は
『
た
く
さ
ん
の
依
頼
は
あ
る
け
れ
ど

全
部
断
っ
て
い
る
ん
だ
よ
ね
、
今
の
と
こ
ろ
福
野

高
校
だ
け
だ
よ
ね
。
』
と
さ
ら
り
。

　
豊
嶋
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
！

厚
生
部
活
動
委
員

　山
田
竜
太
郎

　

　
あ
っ
と
い
う
間
の
60
分
間
で
し
た
。
興
味
津
々

な
内
容
で
あ
り
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
聞
き

入
っ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

　
入
社
し
て
か
ら
ご
自
身
の
経
験
を
も
と
に
感
じ

た
こ
と
、
伸
び
る
人
の
共
通
性
、
高
校
生
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
の
内
容
で
し
た
が
、
共
感
で
き
る
こ
と

が
多
々
あ
り
私
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
か
と
思
っ
て
し

ま
っ
た
。

　
人
の
好
さ
そ
う
な
お
っ
ち
ゃ
ん
か
ら
次
々
繰
り

出
さ
れ
る
フ
レ
ー
ズ
。
心
に
残
っ
た
の
は
「
成
功

よ
り
も
失
敗
か
ら
学
ぶ
」、「
学
ぶ
心
さ
え
あ
れ

ば
、
万
物
す
べ
て
こ
れ
我
が
師
で
あ
る
」

　
豊
嶋
さ
ん
も
仰
っ
て
い
た
が
、
10
代
や
20
代
で

の
う
ち
に
や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
興
味
が
あ
る
こ

と
に
失
敗
を
恐
れ
ず
た
く
さ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ほ
し
い
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
自
体
が
成
功
す

る
た
め
の
第
一
歩
で
も
あ
る
。
出
来
る
の
で
あ
れ

ば
誰
も
が
失
敗
し
た
く
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

若
い
と
き
で
あ
れ
ば
失
敗
し
て
も
い
く
ら
で
も
や

り
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
大
事
な
の
は
失
敗
し
た

で
終
え
ず
、
失
敗
か
ら
学
び
と
し
て
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
る
か
。
自
分
の
考
え
方
や
取
り
組
み
方

が
そ
れ
で
良
か
っ
た
の
か
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
ど
ん
な
こ
と
か
ら
も
素
直
に
学

び
た
い
と
思
う
。厚

生
部
活
動
委
員

　河
合

　功
治

　

　
今
回
「
考
え
方
を
変
え
れ
ば
人
生
そ
の
も
の
が

変
わ
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
豊
嶋
先
生
に
講
演
い

た
だ
き
、
先
生
ご
自
身
が
仕
事
を
通
し
て
肌
で
感

じ
た
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
「
伸
び
る

人
」
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
常
に
明
る
く
前
向
き

で
あ
る
こ
と
②
課
題
か
ら
逃
げ
ず
に
向
き
合
う
こ

と
③
目
先
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
ず
、
本
質
を
見
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
④
「
学
び
の
ス
ピ
ー
ド
」
が

早
い
こ
と
⑤
失
敗
を
恐
れ
ず
、
む
し
ろ
、
成
功
よ

り
も
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
す
。

　
講
演
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
②
課

題
か
ら
逃
げ
ず
に
向
き
合
え
る
人
に
な
る
た
め
、

子
供
に
は
、
居
心
地
の
悪
い

環
境
も
含
め
て
新
し
い
環
境

を
ど
ん
ど
ん
経
験
さ
せ
る
こ

と
や
「
成
功
」
で
は
な
く

「
成
長
」
を
褒
め
る
こ
と
が

大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
今
後
は
、
今
回
の
講
演
で

得
た
知
識
を
活
か
し
、
子
供

た
ち
の
成
功
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
失
敗
に
対
し
て
も
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
勇
気
を
称

え
共
に
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回

は
、
大
変
有
意
義
な
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。厚

生
部
活
動
委
員

　富
田

　祐
子

　

　
大
手
企
業
の
社
長
が
講
師
の
講
演
…
堅
苦
し
い

話
か
と
思
い
き
や
朗
ら
か
な
笑
顔
の
朗
ら
か
な
話

し
方
で
会
場
を
ひ
と
つ
に
し
、
ア
ッ
と
言
う
間
に

時
間
が
過
ぎ
一
言
一
言
が
心
に
し
み
ま
し
た
。

　
講
師
の
豊
嶋
さ
ん
本
人
は
、
人
の
上
に
立
つ
人

間
で
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
だ
わ
り
の
な
い
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
で
建
前
で
は

な
く
、
本
音
で
接
し
信
頼
関
係
を
築
き
周
囲
の
人

も
自
然
と
心
地
よ
い
の
で
ト
ッ
プ
に
ふ
さ
わ
し
い

の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。
職
場
で
予
想
外
の
問
題

が
発
生
し
た
時
な
ど
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
る
状
態

で
も
前
向
き
に
取
り
組
み
、
た
と
え
思
う
よ
う
な

結
果
に
な
ら
な
く
て
も
一
つ
の
経
験
と
し
て
捉

え
、
「
次
は
う
ま
く
い
く
」
と
プ
ラ
ス
に
…
失
敗

を
恐
れ
ず
む
し
ろ
成
功
よ
り
も
失
敗
か
ら
学
ぶ

と
。
そ
こ
か
ら
逃
げ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
納

得
で
す
。
今
、
我
が
子
に
進
路
に
つ
い
て
聞
く
と

「
分
か
ら
ん
」
と
返
っ
て
き
ま
す
。
私
も
高
校
の

時
を
思
い
出
す
と
何
も
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
豊
嶋
さ
ん
に
も
聞
い
て
み
た
ら
「
自
分
も
何

も
考
え
ず
に
高
校
生
活
を
た
だ
楽
し
ん
で
い
た
」

と
…
な
ら
大
丈
夫
か
と
安
心
し
、
子
ど
も
の
こ
れ

か
ら
を
見
守
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
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 パナソニックＡＶＣネットワークスインド（株）社長
 （2013年4月～2017年3月 インドにて勤務）
2017年4月 同社　アプライアンス社　ランドリー・クリーナー事業部
 トワレ・電気暖房事業　総括担当
2019年4月 同社　アプライアンス社　スマートライフネットワーク事業部
 ビジュアル・サウンドビジネスユニット　ビジネスユニット長
2019年12月 同社　アプライアンス社　常務
2020年4月 同社　アプライアンス社　副社長
 スマートライフネットワーク事業部　事業部長
2022年4月 パナソニック エンターテインメント＆コミュニケーション株式会社
 社長執行役員　チーフ・エグゼクティブ・オフィサー（ＣＥＯ）

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

豊嶋社長のプロフィール

　役員の皆さんから、弁当派と食堂派の意見をお聞きすることができまし
た。印象的だったのは、弁当派が圧倒的に多かったということです。手抜き
で食堂を利用するといったことではなく、運動部で弁当だけでは足りない生
徒が、足りない分として食堂を利用する場合や、勤務形態により作る時間が
ない家庭が利用するといった時代背景があることを知る機会となりました。
　欠かさず必要な食事ですので、県内では数少ない直営食堂が今後も続けて
いただきたいと感じました。本校OBの献身的な営業努力もあるなかで、エ
アコンの整備をすることで、より一層活用できる食堂に期待しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務委員長　松井

Ｍさん：とにかく安くてお腹がいっぱいになるメニューがあるとよい。
事務長：プラス50円で「大盛り」プラス100円で「特盛り」にできます。
Ｍさん：カレーのルーなども多めでお願いします。
Ｋさん：サイドメニューをもっと増やしてほしい。
Ｎさん：インスタント食品用のポットを置いてはどうか。
事務長：コンビニ用の電子レンジを購入して時短の工夫を考えている。
Ｂさん：弁当販売の話は進んでいるのか。
事務長：スマホ予約でのシステムを導入している事例はあるが、弁当納入業者の選定も含めて課題もあり検討中であ

る。昼食時間は限られているので、一般の方も利用しやすい食堂にして収益を上げることも検討している。

橋本事務部長
　現在、県立高校35校中15校で食堂を運営しているが、生徒数減が影響し経営難から
減少の一途である。多くは弁当会社の委託販売で、学校側の支援でかろうじて維持して
いる。本校の食堂は、OBの花島精肉店さんのご厚意で経営を継続しているが、やはり
経営は厳しく、経営安定のための策を講じる必要があった。今までは２人の職員さんの
うち、１人が会計業務に追われ、待ち時間が長く効率が悪かった。券売機の導入によ
り、時間にゆとりが生まれ、週替わりランチの導入や予約テイクアウトが可となり利便
性が上がっている。今後は「食堂パワーアップ」としてエアコンの導入で会議室として
の機能を持たせたり、スマートフォンによるオンライン予約なども検討している。

　１１月２６日（土）本校東雲ホールにて、パナソ
ニックエンターテイメント＆コミュニケーション株
式会社代表取締役社長の豊嶋明氏に「考え方を
変えれば人生そのものが変わる」という演題で
ご講演いただきました。

　１１月２６日（土）本校東雲ホールにて、パナソ
ニックエンターテイメント＆コミュニケーション株
式会社代表取締役社長の豊嶋明氏に「考え方を
変えれば人生そのものが変わる」という演題で
ご講演いただきました。

考
え
方
を
変
え
れ
ば

人
生
そ
の
も
の
が
変
わ
る

「食堂の
　活性化」

総務委員会座談会

第 141 号（５） （令和 4年 12 月）い わ お 第 141 号 （４）（令和 4年 12 月）い わ お



１
年
普
通
科
　
重
原
美
代
子
　

　
新
課
程
１
年
目
の
学
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
保
護

者
の
参
加
は
非
常
に
多
く
、
関
心
の
高
さ
を
伺
え
ま

し
た
。
令
和
５
年
度
入
試
か
ら
新
し
く
「
情
報
」
が

加
わ
り
、
一
般
入
試
で
あ
っ
て
も
「
調
査
書
」
が
大

切
に
な
り
、
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
が
重

視
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
外
部
模

試
の
結
果
が
入
学
時
よ
り
「
数
学
の
低
得
点
者
が
減

少
・
英
語
の
高
得
点
者
が
増
加
」
と
い
う
嬉
し
い
報

告
も
あ
り
ま
し
た
。
目
前

の
文
理
選
択
か
ら
始
ま

り
、
こ
れ
か
ら
の
進
学
・

就
職
に
向
け
て
の
学
校
か

ら
の
ご
指
導
に
感
謝
す
る

と
共
に
、
家
庭
で
も
子
ど

も
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
っ

か
り
と
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

１
年
国
際
科
　
福
島
真
由
美
　

　
国
際
科
の
進
路
懇
談
会
で
は
進
路
希
望
や
学
力
な

ど
、
資
料
を
見
な
が
ら
学
年
の
現
状
の
説
明
が
あ
り

焦
り
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
大
き
く
変
わ
る
社

会
状
況
の
中
で
、
２
年
次
へ
の
選
択
科
目
と
大
学
へ

の
進
路
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
聞
き
入
り
ま
し

た
。

　
文
理
選
択
で
は
こ
れ
か
ら
の
進
路
へ
の
と
て
も
大

事
な
選
択
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
職
業
の
機
械
化

が
進
ん
で
い
く
時
代
に
な
る
と
聞
き
、
こ
れ
か
ら
の

子
供
た
ち
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
１
年
生
で
は
基
礎
を
固
め
、
２
年
生
で
は

発
展
を
し
、
３
年
生
で
は
完
成
を
し
、
視
野
を
広
げ

高
み
を
目
指
し
て
進
路
を
決
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
懇
談
会
に
参
加
し
て
入
試
に
向
け
て
計
画
的
な
準

備
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
こ
と
を
痛
感
し
、
こ
れ
か

か
ら
、
今
は
学
校
生
活
、
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
事

を
学
ぶ
こ
と
で
た
く
さ
ん
の
事
を
知
り
、
様
々
な
選

択
肢
を
持
っ
て
欲
し
い
と
伺
い
、
共
感
を
持
ち
ま
し

た
。
今
後
た
く
さ
ん
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

そ
こ
か
ら
様
々
な
知
識
を
得
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

進
ん
で
欲
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
娘
と
た
く
さ
ん

話
し
合
い
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
。

２
年
普
通
科
　
佐
藤
　
知
子
　

　
少
し
は
落
ち
着
い
て
き
た
コ
ロ
ナ
も
ま
だ
ま
だ
収

束
し
な
い
中
、
進
路
懇

談
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
受
付
の
担
当
で
し

た
が
、
た
く
さ
ん
の
保

護
者
の
方
が
参
加
さ

れ
、
熱
心
に
聞
い
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　
教
室
内
で
の
リ
モ
ー

ト
放
送
を
通
し
て
、
各

テ
ー
マ
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
生
徒
の
実
態
を
学
習
時
間
か
ら
想
像
し
、

様
々
な
入
試
制
度
が
あ
る
こ
と
も
理
解
し
ま
し
た
。

そ
し
て
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
三
年

次
の
選
択
科
目
で
、
間
違
え
て
し
ま
う
と
受
験
で
き

な
く
な
る
学
部
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
進
路

を
お
お
よ
そ
決
め
、
大
学
や
学
部
を
絞
っ
て
お
く
こ

と
が
大
事
に
な
り
ま
す
。
多
少
の
変
更
も
想
定
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
本
校
の
進
路
状
況
の
説
明
も
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
度
は
希
望
し
た
大
学
に
入
学
で
き
た
人
数

が
多
く
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
高
い
志
を
持
っ
て
勉

強
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
親
の
方
か
ら
背
中
を
押
し

て
あ
げ
ら
れ
る
サ
ポ
ー
ト
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
世
の
中
の
動
き
が
ま
す
ま
す
早
く

な
り
、
情
報
の
量
も
何
倍
に
も
膨
れ
上
が
っ
て
い
ま

す
が
、
足
元
を
見
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
毎
日
の
生
活
が
遠
い
将
来
に
必

ず
続
い
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
遠
回
り
し
た
り
立
ち

止
ま
っ
た
り
と
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
自

分
の
道
を
歩
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

２
年
国
際
科
　
吉
澤
　
泰
樹
　

　
当
日
は
、
進
路
を
見
据
え
た
指
導
方
針
や
科
目
選

択
、
大
学
進
学
に
関
す
る
諸
情
報
等
に
関
し
、
先
生

方
か
ら
丁
寧
に
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。
今
の
う
ち
か

ら
、
子
供
と
の
対
話
を
重
ね
、
進
路
志
望
を
具
体
化

し
て
い
く
ほ
か
、
志
望
大
学
の
入
試
情
報
を
積
極
的

に
収
集
す
る
な
ど
、
早
め
に
目
標
に
向
か
っ
て
準
備

を
進
め
る
重
要
性
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
今
後
の
高
校
生
活
に
お
い
て
は
、
本
人
も
進
路
へ

の
迷
い
や
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
将
来
を
見
据
え
た
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
親
と
し
て
寄
り
添
い
、
支
え
て
い
き
た
い

で
す
。

　
ま
た
、
海
外
研
修
旅
行
の
中
止
は
大
変
残
念
で
す

が
、
生
徒
に
と
っ
て
有
意
義
な
経
験
と
な
る
代
替
案

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

２
年
農
業
環
境
科
　
安
居
　
研
修
　

　
進
路
懇
談
会
で
は
、
最
初
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

等
の
活
動
報
告
や
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
の
日
程
を

ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
建
設
業
協
会
の

方
々
を
講
師
に
迎
え
建
設
業
の
現
状
等
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
校
卒
業
生
で
地
元
建

設
会
社
に
就
職
さ
れ
た
お
二
人
に
き
っ
か
け
や
魅

力
、
目
標
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
自
分
も
建
設
業
界
の
現
状
を
聞
く
事
は
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
高
齢
化
業
界

に
な
っ
て
い
る
事
や
、
男

性
社
会
、
休
み
が
少
な
い

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
る
方
が
多
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
今
回
の
講
習
会
の
話
を

聞
い
て
、
か
な
り
現
場
環

境
も
改
善
さ
れ
て
女
性
の

進
出
増
加
や
、
週
休
二
日

制
モ
デ
ル
工
事
の
推
進
な

ど
の
取
り
組
み
が
率
先
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
建
設
業
は
施
設
の
維
持
管
理
や
電
気
・
水
道
と

い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
、
道
路
整
備
な
ど
、

こ
の
先
も
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
絶
対
必
要
と
さ

れ
る
業
界
だ
と
思
い
ま
す
。

　
建
設
業
界
に
限
ら
ず
、
様
々
な
業
界
で
環
境
改
善

の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
進
学
さ
れ
る
方
も
就
職
さ
れ
る
方
も
こ
の
先
進
路

を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
決
め
る

の
で
は
な
く
い
ろ
ん
な
方
向
か
ら
目
を
向
け
て
進
路

を
決
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

２
年
福
祉
科
　
藤
本
　
千
佳
　

　
最
初
に
講
話
を
卒
業
生
で
あ
る
堀
田
さ
ん
の
お
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
卒
業
後
就
職
さ
れ

た
方
で
進
路
に
迷
っ
て
い
る
娘
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
や

す
い
講
話
で
し
た
。
就
職
先
で
の
給
与
や
勤
務
形

態
、
そ
し
て
進
路
に
迷
っ
た
際
保
護
者
に
相
談
し
た

話
や
就
職
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
娘
と
帰
っ
て
話
し
合
い
の
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。
お
忙
し
い
時
間
を
縫
っ
て
き
て
い

た
だ
き
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
学
科
別
懇
談
会
で
は
、
今
の
進
路
状
況
や
研
修
旅

行
、
科
目
選
択
等
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
の
説
明
で
と
て
も

わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
二
年
次
に
な
り
昨
年
よ

り
も
将
来
に
向
け
て
現
実
的
に
考
え
て
い
る
生
徒
も

多
く
感
じ
ら
れ
、
私
も

も
っ
と
娘
と
歩
み
寄
り

話
を
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
様
々
な

体
験
や
話
を
聞
い
て
将

来
に
向
け
て
高
校
生
活

を
悔
い
の
な
い
よ
う
過

ご
し
て
欲
し
い
で
す
。

進
路
懇
談
会
に
参
加
し
て

令和４年４月から令和４年11月30日まで令和４年４月から令和４年11月30日まで

《
文
化
部
》

◆
演
劇
部

・
高
岡
・
砺
波
地
区
高
校
演
劇
発
表
大
会
　
優
良
賞

・
富
山
県
高
等
学
校
演
劇
研
究
発
表
会
　
奨
励
賞

◆
合
唱
部

・
第
89
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
富
山
県
コ
ン
ク
ー
ル
高
等
学
校
の
部
　
銀
賞

◆
吹
奏
楽
部

・
富
山
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
　
高
等
Ｂ
部
門
　
金
賞

◆
写
真
部
　

・
富
山
県
高
等
学
校
文
化
祭

　
　
奨
励
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
井
　
雄
太
（
21
Ｈ
）

◆
文
芸
部

・
第
34
回
富
山
県
高
等
学
校
文
化
祭

　
　
散
文
部
門
　
　
　
　
　
最
優
秀
賞
　
西
村
　
和
人
（
24
H
）

◆
ユ
ネ
ス
コ
部

・
富
山
県
高
校
紙
芝
居
選
手
権
大
会

　
　
お
む
ら
い
す
ん
賞
　
　
　
　
　
　
　
釜
本
　
奈
菜
（
13
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
幸
乃
（
13
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
愛
里
紗
（
14
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
百
萌
（
15
Ｈ
）

◆
放
送
局

・
富
山
県
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
　
１
位
　
前
寺
　
美
郁
（
31
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
　
朔
来
（
34
Ｈ
）

　
　
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
　
１
位
　
足
原
　
多
貴
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
井
　
悠
真
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
𠩤
　
灯
里
（
22
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雨
池
　
祐
希
（
24
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
田
　
唯
似
（
27
Ｈ
）

・
第
69
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
作
奨
励
賞
　
足
原
　
多
貴
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
𠩤
　
灯
里
（
22
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
田
　
唯
似
（
27
Ｈ
）

・
第
34
回
富
山
県
高
等
学
校
文
化
祭
放
送
部
門
発
表
会
　

　
　
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
良
賞
　
足
原
　
多
貴
（
21
Ｈ
）

《
運
動
部
》

・
富
山
県
高
等
学
校
体
育
連
盟
表
彰
　
　
山
本
茉
由
子
（
23
Ｈ
）

◆
陸
上

・
富
山
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
　
男
子
三
段
跳
　
　
　
　
　
　
３
位
　
谷
村
康
太
朗
（
24
Ｈ
）

　
　
女
子
や
り
投
　
　
　
　
　
　
３
位
　
福
田
　
紘
子
（
33
Ｈ
）

　
　
男
子
８
０
０
ｍ
　
　
　
　
　
３
位
　
川
島
　
　
健
（
21
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　
　
男
子
４
０
０
ｍ
　
　
　
　
　
５
位
　
辻
　
　
光
陽
（
25
Ｈ
）

　
　
男
子
８
０
０
ｍ
　
　
　
　
　
２
位
　
川
島
　
　
健
（
21
Ｈ
）

　
　
男
子
４
０
０
ｍ
Ｈ
　
　
　
　
５
位
　
深
津
　
奏
音
（
32
Ｈ
）

　
　
男
子
４
×
４
０
０
ｍ
Ｒ
　
　
５
位
　
辻
　
　
光
陽
（
25
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
津
　
奏
音
（
32
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
彰
伍
（
35
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
島
　
　
健
（
21
Ｈ
）

　
　
男
子
三
段
跳
　
　
　
　
　
　
１
位
　
谷
村
康
太
朗
（
24
Ｈ
）

　
　
女
子
３
０
０
０
ｍ
　
　
　
　
７
位
　
山
本
茉
由
子
（
23
Ｈ
）

　
　
女
子
三
段
跳
　
　
　
　
　
　
５
位
　
神
谷
　
耶
絵
（
35
Ｈ
）

　
　
女
子
走
幅
跳
　
　
　
　
　
　
７
位
　
神
谷
　
耶
絵
（
35
Ｈ
）

　
　
女
子
や
り
投
　
　
　
　
　
　
３
位
　
福
田
　
紘
子
（
33
Ｈ
）

　
　
女
子
砲
丸
投
　
　
　
　
　
　
４
位
　
高
畠
　
麻
帆
（
25
Ｈ
）

・
県
民
体
育
大
会
　

　
　
少
年
男
子
共
通
８
０
０
ｍ
　
２
位
　
川
島
　
　
健
（
21
Ｈ
）

　
　
少
年
女
子
Ａ
砲
丸
投
　
　
　
２
位
　
高
畠
　
麻
帆
（
25
Ｈ
）

　
　
少
年
男
子
Ａ
４
０
０
ｍ
　
　
２
位
　
辻
　
　
光
陽
（
25
Ｈ
）

・
北
陸
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
　
男
子
８
０
０
ｍ
　
　
　
　
３
位
　
川
島
　
　
健
（
21
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
新
人
大
会

　
　
男
子
４
０
０
ｍ
　
　
　
　
１
位
　
辻
　
　
光
陽
（
25
Ｈ
）

　
　
男
子
８
０
０
ｍ
　
　
　
　
１
位
　
川
島
　
　
健
（
21
Ｈ
）

　
　
男
子
１
５
０
０
ｍ
　
　
　
３
位
　
川
島
　
　
健
（
21
Ｈ
）

　
　
男
子
４
×
４
０
０
ｍ
Ｒ
　
６
位
　
山
田
　
羽
琉
（
24
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
　
光
陽
（
25
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
倉
　
拓
翔
（
13
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
島
　
　
健
（
21
Ｈ
）

　
　
男
子
三
段
跳
　
　
　
　
　
３
位
　
谷
村
康
太
朗
（
24
Ｈ
）

　
　
男
子
や
り
投
　
　
　
　
　
４
位
　
山
村
　
春
斗
（
22
Ｈ
）

　
　
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ
　
５
位
　
齊
田
　
彩
花
（
26
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
田
　
夏
稀
（
15
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
辻
　
依
沙
（
17
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
内
　
杏
優
（
16
Ｈ
）

　
　
女
子
走
幅
跳
　
　
　
　
　
７
位
　
中
辻
　
依
沙
（
17
Ｈ
）

　
　
女
子
砲
丸
投
　
　
　
　
　
２
位
　
高
畠
　
麻
帆
（
25
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
位
　
中
村
　
仁
咲
（
21
Ｈ
）

　
　
女
子
円
盤
投
　
　
　
　
　
３
位
　
高
畠
　
麻
帆
（
25
Ｈ
）

　
　
女
子
や
り
投
　
　
　
　
　
２
位
　
中
村
　
仁
咲
（
21
Ｈ
）

・
北
信
越
高
校
新
人
大
会
　

　
　
男
子
８
０
０
ｍ
　
　
　
　
２
位
　
川
島
　
　
健
（
21
Ｈ
）

　
　
男
子
１
５
０
０
ｍ
　
　
　
５
位
　
川
島
　
　
健
（
21
Ｈ
）

　
　
女
子
円
盤
投
げ
　
　
　
　
３
位
　
高
畠
　
麻
帆
（
25
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
駅
伝
競
走
大
会
　
男
子
総
合
　
４
位

◆
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・
富
山
県
高
校
総
体
　
男
子
団
体
　
３
位

・
富
山
県
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
　
男
子
団
体
　
１
位

◆
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・
富
山
県
高
校
春
季
大
会

　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
　
ベ
ス
ト
４
　
保
院
　
愛
深
（
25
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇
本
　
実
莉
（
23
Ｈ
）

　
　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
８
　
保
院
　
愛
深
（
25
Ｈ
）

・
富
山
県
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
　
女
子
団
体
　
２
位
　

　
　
女
子
Ａ
個
人
　
　
　
ベ
ス
ト
８
　
中
村
　
夏
野
（
15
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
島
　
朱
里
（
15
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
秋
季
大
会

　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
　
ベ
ス
ト
８
　
中
西
　
　
朝
（
22
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇
本
　
実
莉
（
23
Ｈ
）

◆
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
富
山
県
高
校
総
体
　
男
子
　
３
位

◆
な
ぎ
な
た
部

・
富
山
県
高
校
春
季
大
会

　
　
演
技
競
技
　
　
　
　
　
　
１
位
　
早
田
　
　
葵
（
32
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
村
　
美
雨
（
37
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
齋
藤
ゆ
り
の
（
26
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
朋
花
（
31
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
百
島
　
　
凛
（
17
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
田
ひ
か
る
（
13
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
位
　
古
嶋
　
彩
名
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
澤
　
志
保
（
32
Ｈ
）

　
　
試
合
競
技
個
人
の
部
　
　
１
位
　
北
村
　
美
雨
（
37
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
早
田
　
　
葵
（
32
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
齋
藤
ゆ
り
の
（
26
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
位
　
安
田
ひ
か
る
（
13
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
総
体

　
　
演
技
競
技
　
　
　
　
　
　
１
位
　
早
田
　
　
葵
（
32
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
村
　
美
雨
（
37
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
百
島
　
　
凛
（
17
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
田
ひ
か
る
（
13
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
齋
藤
ゆ
り
の
（
26
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
朋
花
（
31
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
位
　
石
野
　
陽
菜
（
33
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
﨑
　
温
子
（
33
Ｈ
）

　
　
試
合
競
技
　

　
　
　
個
人
の
部
　
　
　
　
　
１
位
　
早
田
　
　
葵
（
32
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
北
村
　
美
雨
（
37
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
安
田
ひ
か
る
（
13
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
位
　
齋
藤
ゆ
り
の
（
26
Ｈ
）

　
　
　
団
体
の
部
　
　
　
　
　
１
位
　

・
北
信
越
高
校
体
育
大
会

　
　
個
人
試
合
　
　
　
　
　
　
３
位
　
早
田
　
　
葵
（
32
Ｈ
）

・
富
山
県
民
体
育
大
会

　
　
少
年
女
子
演
技
の
部
　
　
１
位
　
早
田
　
　
葵
（
32
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
村
　
美
雨
（
37
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
百
島
　
　
凛
（
17
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
田
ひ
か
る
（
13
Ｈ
）

　
　
少
年
女
子
試
合
の
部
　
　
１
位
　
北
村
　
美
雨
（
37
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
早
田
　
　
葵
（
32
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
新
人
大
会

　
　
演
技
競
技
　
　
　
　
　
　
１
位
　
安
田
ひ
か
る
（
13
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
島
　
　
凛
（
17
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
齋
藤
ゆ
り
の
（
26
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
浅
陽
都
美
（
24
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
古
嶋
　
彩
名
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
合
　
真
白
（
16
Ｈ
）

　
　
試
合
競
技
　
団
体
の
部
　
１
位

　
　
個
人
の
部
　
　
　
　
　
　
１
位
　
安
田
ひ
か
る
（
13
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
齋
藤
ゆ
り
の
（
26
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
百
島
　
　
凛
（
17
Ｈ
）

◆
卓
球

・
富
山
県
高
校
春
季
大
会

　
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
　
　
３
位
　
後
明
　
大
斗
（
36
Ｈ
）

　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
　
　
　
３
位
　
山
下
恵
里
佳
（
34
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
伊
希
（
37
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
総
体
　
男
子
学
校
対
抗
　
３
位

　
　
女
子
学
校
対
抗
　
　
　
　
３
位

◆
柔
道

・
富
山
県
高
校
春
季
大
会

　
　
女
子
個
人
　
　
　
　
　
　
３
位
　
清
都
　
伶
奈
（
37
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
総
体

　
　
女
子
個
人
　
　
　
　
　
　
３
位
　
清
都
　
伶
奈
（
37
Ｈ
）

◆
剣
道

・
富
山
県
高
校
春
季
大
会

　
　
女
子
個
人
　
　
　
　
　
　
３
位
　
横
川
陽
夏
羽
（
37
Ｈ
）

　
　
女
子
団
体
　
　
　
　
　
　
２
位

・
越
中
一
宮
髙
瀬
神
社
奉
納
剣
道
大
会

　
　
男
子
個
人
　
　
　
　
　
　
２
位
　
野
村
　
立
心
（
17
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
荒
井
　
颯
仁
（
14
Ｈ
）

　
　
女
子
個
人
　
　
　
　
　
　
１
位
　
新
井
　
遥
日
（
16
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
五
十
里
　
梓
（
12
Ｈ
）

◆
水
泳
部

・
富
山
県
高
等
学
校
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
　

　
　
男
子
２
０
０
ｍ
自
由
形
　
８
位
　
瀬
尾
　
光
志
（
13
Ｈ
）

　
　
男
子
４
０
０
ｍ
自
由
形
　
４
位
　
瀬
尾
　
光
志
（
13
Ｈ
）

　
　
男
子
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
泉
谷
　
優
輔
（
24
Ｈ
）

　
　
男
子
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
泉
谷
　
優
輔
（
24
Ｈ
）

　
　
女
子
５
０
ｍ
自
由
形
　
　
６
位
　
若
森
　
有
咲
（
33
Ｈ
）

　
　
女
子
４
０
０
ｍ
自
由
形
　
１
位
　
安
達
　
桜
子
（
17
Ｈ
）

　
　
女
子
８
０
０
ｍ
自
由
形
　
２
位
　
安
達
　
桜
子
（
17
Ｈ
）

　
　
女
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
　
２
位
　
吉
江
　
桃
香
（
31
Ｈ
）

　
　
女
子
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
　
２
位
　
吉
江
　
桃
香
（
31
Ｈ
）

・
北
信
越
高
校
体
育
大
会
　

　
　
女
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
　
６
位
　
吉
江
　
桃
香
（
31
Ｈ
）

　
　
女
子
８
０
０
ｍ
自
由
形
　
８
位
　
安
達
　
桜
子
（
17
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
新
人
大
会

　
　
男
子
自
由
形
１
０
０
ｍ
　
６
位
　
瀬
尾
　
光
志
（
13
Ｈ
）

　
　
男
子
自
由
形
２
０
０
ｍ
　
５
位
　
瀬
尾
　
光
志
（
13
Ｈ
）

ら
多
く
の
こ
と
を
自
分
で
選
択
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
子
供
た
ち
に
対
し
て
、
家
庭
で
ど
の
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
を
家
族
の
課
題
と
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

１
年
農
業
環
境
科
　
土
合
　
正
融
　

　
子
供
達
の
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
早
期
か
ら
様
々

な
情
報
を
伝
え
、
選
択
肢
を
準
備
し
て
あ
げ
る
事
。

　
そ
し
て
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
た
も
の
に
対
し
て

は
試
し
て
み
る
機
会
を
与
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
大

切
。

　
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
続
け
る
現
代
は
、
情
報
が

溢
れ
た
ネ
ッ
ト
や
偏
向
報
道
の
多
い
テ
レ
ビ
の
影
響

の
為
、
真
実
や
自
分
の
目
的
を
探
す
事
が
難
し
く
子

供
達
に
伝
え
る
情
報
選
択
も
慎
重
に
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
ん
な
不
安
定
な
社
会
の
中
で
も
眞
田
先
生
の

生
徒
に
対
す
る
真
剣
な
想
い
を
聞
き
、
日
頃
の
学
校

生
活
や
行
事
の
様
子
を
動
画
や
写
真
、
日
誌
等
を
見

て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
事

を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
社
会
人
に
向
け
て
大
事
な
高

校
３
年
間
を
誰
か
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
先
生
方

に
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
子
供
と
会
話
す
る
時

間
を
多
く
作
り
一
緒
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

１
年
福
祉
科
　
百
島
　
孝
紀
　

　
福
祉
科
の
進
路
懇
談
会
で
は
、
ま
ず
学
校
で
の
活

動
や
授
業
の
様
子
を
写
真
や
動
画
で
紹
介
し
て
い
た

だ
き
、
楽
し
く
学
ん
で
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
次
に
進
路
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。
娘
は
進
路

に
つ
い
て
悩
ん
で
お

り
、
不
安
に
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
他

の
お
子
さ
ん
も
進
路
に

悩
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
を
聞
き
、
少
し
安
心

し
ま
し
た
。
学
年
主
任

の
先
生
や
担
任
の
先
生

主な部活動等の成績
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１
年
普
通
科
　
重
原
美
代
子
　

　
新
課
程
１
年
目
の
学
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
保
護

者
の
参
加
は
非
常
に
多
く
、
関
心
の
高
さ
を
伺
え
ま

し
た
。
令
和
５
年
度
入
試
か
ら
新
し
く
「
情
報
」
が

加
わ
り
、
一
般
入
試
で
あ
っ
て
も
「
調
査
書
」
が
大

切
に
な
り
、
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
が
重

視
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
外
部
模

試
の
結
果
が
入
学
時
よ
り
「
数
学
の
低
得
点
者
が
減

少
・
英
語
の
高
得
点
者
が
増
加
」
と
い
う
嬉
し
い
報

告
も
あ
り
ま
し
た
。
目
前

の
文
理
選
択
か
ら
始
ま

り
、
こ
れ
か
ら
の
進
学
・

就
職
に
向
け
て
の
学
校
か

ら
の
ご
指
導
に
感
謝
す
る

と
共
に
、
家
庭
で
も
子
ど

も
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
っ

か
り
と
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

１
年
国
際
科
　
福
島
真
由
美
　

　
国
際
科
の
進
路
懇
談
会
で
は
進
路
希
望
や
学
力
な

ど
、
資
料
を
見
な
が
ら
学
年
の
現
状
の
説
明
が
あ
り

焦
り
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
大
き
く
変
わ
る
社

会
状
況
の
中
で
、
２
年
次
へ
の
選
択
科
目
と
大
学
へ

の
進
路
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
聞
き
入
り
ま
し

た
。

　
文
理
選
択
で
は
こ
れ
か
ら
の
進
路
へ
の
と
て
も
大

事
な
選
択
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
職
業
の
機
械
化

が
進
ん
で
い
く
時
代
に
な
る
と
聞
き
、
こ
れ
か
ら
の

子
供
た
ち
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
１
年
生
で
は
基
礎
を
固
め
、
２
年
生
で
は

発
展
を
し
、
３
年
生
で
は
完
成
を
し
、
視
野
を
広
げ

高
み
を
目
指
し
て
進
路
を
決
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
懇
談
会
に
参
加
し
て
入
試
に
向
け
て
計
画
的
な
準

備
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
こ
と
を
痛
感
し
、
こ
れ
か

か
ら
、
今
は
学
校
生
活
、
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
事

を
学
ぶ
こ
と
で
た
く
さ
ん
の
事
を
知
り
、
様
々
な
選

択
肢
を
持
っ
て
欲
し
い
と
伺
い
、
共
感
を
持
ち
ま
し

た
。
今
後
た
く
さ
ん
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

そ
こ
か
ら
様
々
な
知
識
を
得
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

進
ん
で
欲
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
娘
と
た
く
さ
ん

話
し
合
い
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
。

２
年
普
通
科
　
佐
藤
　
知
子
　

　
少
し
は
落
ち
着
い
て
き
た
コ
ロ
ナ
も
ま
だ
ま
だ
収

束
し
な
い
中
、
進
路
懇

談
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
受
付
の
担
当
で
し

た
が
、
た
く
さ
ん
の
保

護
者
の
方
が
参
加
さ

れ
、
熱
心
に
聞
い
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　
教
室
内
で
の
リ
モ
ー

ト
放
送
を
通
し
て
、
各

テ
ー
マ
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
生
徒
の
実
態
を
学
習
時
間
か
ら
想
像
し
、

様
々
な
入
試
制
度
が
あ
る
こ
と
も
理
解
し
ま
し
た
。

そ
し
て
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
三
年

次
の
選
択
科
目
で
、
間
違
え
て
し
ま
う
と
受
験
で
き

な
く
な
る
学
部
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
進
路

を
お
お
よ
そ
決
め
、
大
学
や
学
部
を
絞
っ
て
お
く
こ

と
が
大
事
に
な
り
ま
す
。
多
少
の
変
更
も
想
定
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
本
校
の
進
路
状
況
の
説
明
も
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
度
は
希
望
し
た
大
学
に
入
学
で
き
た
人
数

が
多
く
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
高
い
志
を
持
っ
て
勉

強
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
親
の
方
か
ら
背
中
を
押
し

て
あ
げ
ら
れ
る
サ
ポ
ー
ト
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
世
の
中
の
動
き
が
ま
す
ま
す
早
く

な
り
、
情
報
の
量
も
何
倍
に
も
膨
れ
上
が
っ
て
い
ま

す
が
、
足
元
を
見
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
毎
日
の
生
活
が
遠
い
将
来
に
必

ず
続
い
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
遠
回
り
し
た
り
立
ち

止
ま
っ
た
り
と
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
自

分
の
道
を
歩
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

２
年
国
際
科
　
吉
澤
　
泰
樹
　

　
当
日
は
、
進
路
を
見
据
え
た
指
導
方
針
や
科
目
選

択
、
大
学
進
学
に
関
す
る
諸
情
報
等
に
関
し
、
先
生

方
か
ら
丁
寧
に
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。
今
の
う
ち
か

ら
、
子
供
と
の
対
話
を
重
ね
、
進
路
志
望
を
具
体
化

し
て
い
く
ほ
か
、
志
望
大
学
の
入
試
情
報
を
積
極
的

に
収
集
す
る
な
ど
、
早
め
に
目
標
に
向
か
っ
て
準
備

を
進
め
る
重
要
性
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
今
後
の
高
校
生
活
に
お
い
て
は
、
本
人
も
進
路
へ

の
迷
い
や
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
将
来
を
見
据
え
た
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
親
と
し
て
寄
り
添
い
、
支
え
て
い
き
た
い

で
す
。

　
ま
た
、
海
外
研
修
旅
行
の
中
止
は
大
変
残
念
で
す

が
、
生
徒
に
と
っ
て
有
意
義
な
経
験
と
な
る
代
替
案

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

２
年
農
業
環
境
科
　
安
居
　
研
修
　

　
進
路
懇
談
会
で
は
、
最
初
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

等
の
活
動
報
告
や
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
の
日
程
を

ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
建
設
業
協
会
の

方
々
を
講
師
に
迎
え
建
設
業
の
現
状
等
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
校
卒
業
生
で
地
元
建

設
会
社
に
就
職
さ
れ
た
お
二
人
に
き
っ
か
け
や
魅

力
、
目
標
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
自
分
も
建
設
業
界
の
現
状
を
聞
く
事
は
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
高
齢
化
業
界

に
な
っ
て
い
る
事
や
、
男

性
社
会
、
休
み
が
少
な
い

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
る
方
が
多
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
今
回
の
講
習
会
の
話
を

聞
い
て
、
か
な
り
現
場
環

境
も
改
善
さ
れ
て
女
性
の

進
出
増
加
や
、
週
休
二
日

制
モ
デ
ル
工
事
の
推
進
な

ど
の
取
り
組
み
が
率
先
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
建
設
業
は
施
設
の
維
持
管
理
や
電
気
・
水
道
と

い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
、
道
路
整
備
な
ど
、

こ
の
先
も
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
絶
対
必
要
と
さ

れ
る
業
界
だ
と
思
い
ま
す
。

　
建
設
業
界
に
限
ら
ず
、
様
々
な
業
界
で
環
境
改
善

の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
進
学
さ
れ
る
方
も
就
職
さ
れ
る
方
も
こ
の
先
進
路

を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
決
め
る

の
で
は
な
く
い
ろ
ん
な
方
向
か
ら
目
を
向
け
て
進
路

を
決
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

２
年
福
祉
科
　
藤
本
　
千
佳
　

　
最
初
に
講
話
を
卒
業
生
で
あ
る
堀
田
さ
ん
の
お
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
卒
業
後
就
職
さ
れ

た
方
で
進
路
に
迷
っ
て
い
る
娘
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
や

す
い
講
話
で
し
た
。
就
職
先
で
の
給
与
や
勤
務
形

態
、
そ
し
て
進
路
に
迷
っ
た
際
保
護
者
に
相
談
し
た

話
や
就
職
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
娘
と
帰
っ
て
話
し
合
い
の
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。
お
忙
し
い
時
間
を
縫
っ
て
き
て
い

た
だ
き
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
学
科
別
懇
談
会
で
は
、
今
の
進
路
状
況
や
研
修
旅

行
、
科
目
選
択
等
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
の
説
明
で
と
て
も

わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
二
年
次
に
な
り
昨
年
よ

り
も
将
来
に
向
け
て
現
実
的
に
考
え
て
い
る
生
徒
も

多
く
感
じ
ら
れ
、
私
も

も
っ
と
娘
と
歩
み
寄
り

話
を
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
様
々
な

体
験
や
話
を
聞
い
て
将

来
に
向
け
て
高
校
生
活

を
悔
い
の
な
い
よ
う
過

ご
し
て
欲
し
い
で
す
。

進
路
懇
談
会
に
参
加
し
て

令和４年４月から令和４年11月30日まで令和４年４月から令和４年11月30日まで

《
文
化
部
》

◆
演
劇
部

・
高
岡
・
砺
波
地
区
高
校
演
劇
発
表
大
会
　
優
良
賞

・
富
山
県
高
等
学
校
演
劇
研
究
発
表
会
　
奨
励
賞

◆
合
唱
部

・
第
89
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
富
山
県
コ
ン
ク
ー
ル
高
等
学
校
の
部
　
銀
賞

◆
吹
奏
楽
部

・
富
山
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
　
高
等
Ｂ
部
門
　
金
賞

◆
写
真
部
　

・
富
山
県
高
等
学
校
文
化
祭

　
　
奨
励
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
井
　
雄
太
（
21
Ｈ
）

◆
文
芸
部

・
第
34
回
富
山
県
高
等
学
校
文
化
祭

　
　
散
文
部
門
　
　
　
　
　
最
優
秀
賞
　
西
村
　
和
人
（
24
H
）

◆
ユ
ネ
ス
コ
部

・
富
山
県
高
校
紙
芝
居
選
手
権
大
会

　
　
お
む
ら
い
す
ん
賞
　
　
　
　
　
　
　
釜
本
　
奈
菜
（
13
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
幸
乃
（
13
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
愛
里
紗
（
14
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
百
萌
（
15
Ｈ
）

◆
放
送
局

・
富
山
県
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
　
１
位
　
前
寺
　
美
郁
（
31
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
　
朔
来
（
34
Ｈ
）

　
　
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
　
１
位
　
足
原
　
多
貴
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
井
　
悠
真
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
𠩤
　
灯
里
（
22
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雨
池
　
祐
希
（
24
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
田
　
唯
似
（
27
Ｈ
）

・
第
69
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
作
奨
励
賞
　
足
原
　
多
貴
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
𠩤
　
灯
里
（
22
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
田
　
唯
似
（
27
Ｈ
）

・
第
34
回
富
山
県
高
等
学
校
文
化
祭
放
送
部
門
発
表
会
　

　
　
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
良
賞
　
足
原
　
多
貴
（
21
Ｈ
）

《
運
動
部
》

・
富
山
県
高
等
学
校
体
育
連
盟
表
彰
　
　
山
本
茉
由
子
（
23
Ｈ
）

◆
陸
上

・
富
山
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
　
男
子
三
段
跳
　
　
　
　
　
　
３
位
　
谷
村
康
太
朗
（
24
Ｈ
）

　
　
女
子
や
り
投
　
　
　
　
　
　
３
位
　
福
田
　
紘
子
（
33
Ｈ
）

　
　
男
子
８
０
０
ｍ
　
　
　
　
　
３
位
　
川
島
　
　
健
（
21
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　
　
男
子
４
０
０
ｍ
　
　
　
　
　
５
位
　
辻
　
　
光
陽
（
25
Ｈ
）

　
　
男
子
８
０
０
ｍ
　
　
　
　
　
２
位
　
川
島
　
　
健
（
21
Ｈ
）

　
　
男
子
４
０
０
ｍ
Ｈ
　
　
　
　
５
位
　
深
津
　
奏
音
（
32
Ｈ
）

　
　
男
子
４
×
４
０
０
ｍ
Ｒ
　
　
５
位
　
辻
　
　
光
陽
（
25
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
津
　
奏
音
（
32
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
彰
伍
（
35
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
島
　
　
健
（
21
Ｈ
）

　
　
男
子
三
段
跳
　
　
　
　
　
　
１
位
　
谷
村
康
太
朗
（
24
Ｈ
）

　
　
女
子
３
０
０
０
ｍ
　
　
　
　
７
位
　
山
本
茉
由
子
（
23
Ｈ
）

　
　
女
子
三
段
跳
　
　
　
　
　
　
５
位
　
神
谷
　
耶
絵
（
35
Ｈ
）

　
　
女
子
走
幅
跳
　
　
　
　
　
　
７
位
　
神
谷
　
耶
絵
（
35
Ｈ
）

　
　
女
子
や
り
投
　
　
　
　
　
　
３
位
　
福
田
　
紘
子
（
33
Ｈ
）

　
　
女
子
砲
丸
投
　
　
　
　
　
　
４
位
　
高
畠
　
麻
帆
（
25
Ｈ
）

・
県
民
体
育
大
会
　

　
　
少
年
男
子
共
通
８
０
０
ｍ
　
２
位
　
川
島
　
　
健
（
21
Ｈ
）

　
　
少
年
女
子
Ａ
砲
丸
投
　
　
　
２
位
　
高
畠
　
麻
帆
（
25
Ｈ
）

　
　
少
年
男
子
Ａ
４
０
０
ｍ
　
　
２
位
　
辻
　
　
光
陽
（
25
Ｈ
）

・
北
陸
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
　
男
子
８
０
０
ｍ
　
　
　
　
３
位
　
川
島
　
　
健
（
21
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
新
人
大
会

　
　
男
子
４
０
０
ｍ
　
　
　
　
１
位
　
辻
　
　
光
陽
（
25
Ｈ
）

　
　
男
子
８
０
０
ｍ
　
　
　
　
１
位
　
川
島
　
　
健
（
21
Ｈ
）

　
　
男
子
１
５
０
０
ｍ
　
　
　
３
位
　
川
島
　
　
健
（
21
Ｈ
）

　
　
男
子
４
×
４
０
０
ｍ
Ｒ
　
６
位
　
山
田
　
羽
琉
（
24
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
　
光
陽
（
25
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
倉
　
拓
翔
（
13
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
島
　
　
健
（
21
Ｈ
）

　
　
男
子
三
段
跳
　
　
　
　
　
３
位
　
谷
村
康
太
朗
（
24
Ｈ
）

　
　
男
子
や
り
投
　
　
　
　
　
４
位
　
山
村
　
春
斗
（
22
Ｈ
）

　
　
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ
　
５
位
　
齊
田
　
彩
花
（
26
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
田
　
夏
稀
（
15
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
辻
　
依
沙
（
17
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
内
　
杏
優
（
16
Ｈ
）

　
　
女
子
走
幅
跳
　
　
　
　
　
７
位
　
中
辻
　
依
沙
（
17
Ｈ
）

　
　
女
子
砲
丸
投
　
　
　
　
　
２
位
　
高
畠
　
麻
帆
（
25
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
位
　
中
村
　
仁
咲
（
21
Ｈ
）

　
　
女
子
円
盤
投
　
　
　
　
　
３
位
　
高
畠
　
麻
帆
（
25
Ｈ
）

　
　
女
子
や
り
投
　
　
　
　
　
２
位
　
中
村
　
仁
咲
（
21
Ｈ
）

・
北
信
越
高
校
新
人
大
会
　

　
　
男
子
８
０
０
ｍ
　
　
　
　
２
位
　
川
島
　
　
健
（
21
Ｈ
）

　
　
男
子
１
５
０
０
ｍ
　
　
　
５
位
　
川
島
　
　
健
（
21
Ｈ
）

　
　
女
子
円
盤
投
げ
　
　
　
　
３
位
　
高
畠
　
麻
帆
（
25
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
駅
伝
競
走
大
会
　
男
子
総
合
　
４
位

◆
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・
富
山
県
高
校
総
体
　
男
子
団
体
　
３
位

・
富
山
県
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
　
男
子
団
体
　
１
位

◆
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・
富
山
県
高
校
春
季
大
会

　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
　
ベ
ス
ト
４
　
保
院
　
愛
深
（
25
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇
本
　
実
莉
（
23
Ｈ
）

　
　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
８
　
保
院
　
愛
深
（
25
Ｈ
）

・
富
山
県
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
　
女
子
団
体
　
２
位
　

　
　
女
子
Ａ
個
人
　
　
　
ベ
ス
ト
８
　
中
村
　
夏
野
（
15
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
島
　
朱
里
（
15
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
秋
季
大
会

　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
　
ベ
ス
ト
８
　
中
西
　
　
朝
（
22
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇
本
　
実
莉
（
23
Ｈ
）

◆
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
富
山
県
高
校
総
体
　
男
子
　
３
位

◆
な
ぎ
な
た
部

・
富
山
県
高
校
春
季
大
会

　
　
演
技
競
技
　
　
　
　
　
　
１
位
　
早
田
　
　
葵
（
32
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
村
　
美
雨
（
37
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
齋
藤
ゆ
り
の
（
26
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
朋
花
（
31
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
百
島
　
　
凛
（
17
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
田
ひ
か
る
（
13
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
位
　
古
嶋
　
彩
名
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
澤
　
志
保
（
32
Ｈ
）

　
　
試
合
競
技
個
人
の
部
　
　
１
位
　
北
村
　
美
雨
（
37
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
早
田
　
　
葵
（
32
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
齋
藤
ゆ
り
の
（
26
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
位
　
安
田
ひ
か
る
（
13
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
総
体

　
　
演
技
競
技
　
　
　
　
　
　
１
位
　
早
田
　
　
葵
（
32
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
村
　
美
雨
（
37
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
百
島
　
　
凛
（
17
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
田
ひ
か
る
（
13
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
齋
藤
ゆ
り
の
（
26
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
朋
花
（
31
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
位
　
石
野
　
陽
菜
（
33
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
﨑
　
温
子
（
33
Ｈ
）

　
　
試
合
競
技
　

　
　
　
個
人
の
部
　
　
　
　
　
１
位
　
早
田
　
　
葵
（
32
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
北
村
　
美
雨
（
37
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
安
田
ひ
か
る
（
13
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
位
　
齋
藤
ゆ
り
の
（
26
Ｈ
）

　
　
　
団
体
の
部
　
　
　
　
　
１
位
　

・
北
信
越
高
校
体
育
大
会

　
　
個
人
試
合
　
　
　
　
　
　
３
位
　
早
田
　
　
葵
（
32
Ｈ
）

・
富
山
県
民
体
育
大
会

　
　
少
年
女
子
演
技
の
部
　
　
１
位
　
早
田
　
　
葵
（
32
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
村
　
美
雨
（
37
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
百
島
　
　
凛
（
17
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
田
ひ
か
る
（
13
Ｈ
）

　
　
少
年
女
子
試
合
の
部
　
　
１
位
　
北
村
　
美
雨
（
37
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
早
田
　
　
葵
（
32
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
新
人
大
会

　
　
演
技
競
技
　
　
　
　
　
　
１
位
　
安
田
ひ
か
る
（
13
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
島
　
　
凛
（
17
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
齋
藤
ゆ
り
の
（
26
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
浅
陽
都
美
（
24
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
古
嶋
　
彩
名
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
合
　
真
白
（
16
Ｈ
）

　
　
試
合
競
技
　
団
体
の
部
　
１
位

　
　
個
人
の
部
　
　
　
　
　
　
１
位
　
安
田
ひ
か
る
（
13
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
齋
藤
ゆ
り
の
（
26
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
百
島
　
　
凛
（
17
Ｈ
）

◆
卓
球

・
富
山
県
高
校
春
季
大
会

　
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
　
　
３
位
　
後
明
　
大
斗
（
36
Ｈ
）

　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
　
　
　
３
位
　
山
下
恵
里
佳
（
34
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
伊
希
（
37
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
総
体
　
男
子
学
校
対
抗
　
３
位

　
　
女
子
学
校
対
抗
　
　
　
　
３
位

◆
柔
道

・
富
山
県
高
校
春
季
大
会

　
　
女
子
個
人
　
　
　
　
　
　
３
位
　
清
都
　
伶
奈
（
37
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
総
体

　
　
女
子
個
人
　
　
　
　
　
　
３
位
　
清
都
　
伶
奈
（
37
Ｈ
）

◆
剣
道

・
富
山
県
高
校
春
季
大
会

　
　
女
子
個
人
　
　
　
　
　
　
３
位
　
横
川
陽
夏
羽
（
37
Ｈ
）

　
　
女
子
団
体
　
　
　
　
　
　
２
位

・
越
中
一
宮
髙
瀬
神
社
奉
納
剣
道
大
会

　
　
男
子
個
人
　
　
　
　
　
　
２
位
　
野
村
　
立
心
（
17
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
荒
井
　
颯
仁
（
14
Ｈ
）

　
　
女
子
個
人
　
　
　
　
　
　
１
位
　
新
井
　
遥
日
（
16
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
五
十
里
　
梓
（
12
Ｈ
）

◆
水
泳
部

・
富
山
県
高
等
学
校
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
　

　
　
男
子
２
０
０
ｍ
自
由
形
　
８
位
　
瀬
尾
　
光
志
（
13
Ｈ
）

　
　
男
子
４
０
０
ｍ
自
由
形
　
４
位
　
瀬
尾
　
光
志
（
13
Ｈ
）

　
　
男
子
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
泉
谷
　
優
輔
（
24
Ｈ
）

　
　
男
子
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
泉
谷
　
優
輔
（
24
Ｈ
）

　
　
女
子
５
０
ｍ
自
由
形
　
　
６
位
　
若
森
　
有
咲
（
33
Ｈ
）

　
　
女
子
４
０
０
ｍ
自
由
形
　
１
位
　
安
達
　
桜
子
（
17
Ｈ
）

　
　
女
子
８
０
０
ｍ
自
由
形
　
２
位
　
安
達
　
桜
子
（
17
Ｈ
）

　
　
女
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
　
２
位
　
吉
江
　
桃
香
（
31
Ｈ
）

　
　
女
子
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
　
２
位
　
吉
江
　
桃
香
（
31
Ｈ
）

・
北
信
越
高
校
体
育
大
会
　

　
　
女
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
　
６
位
　
吉
江
　
桃
香
（
31
Ｈ
）

　
　
女
子
８
０
０
ｍ
自
由
形
　
８
位
　
安
達
　
桜
子
（
17
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
新
人
大
会

　
　
男
子
自
由
形
１
０
０
ｍ
　
６
位
　
瀬
尾
　
光
志
（
13
Ｈ
）

　
　
男
子
自
由
形
２
０
０
ｍ
　
５
位
　
瀬
尾
　
光
志
（
13
Ｈ
）

ら
多
く
の
こ
と
を
自
分
で
選
択
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
子
供
た
ち
に
対
し
て
、
家
庭
で
ど
の
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
を
家
族
の
課
題
と
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

１
年
農
業
環
境
科
　
土
合
　
正
融
　

　
子
供
達
の
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
早
期
か
ら
様
々

な
情
報
を
伝
え
、
選
択
肢
を
準
備
し
て
あ
げ
る
事
。

　
そ
し
て
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
た
も
の
に
対
し
て

は
試
し
て
み
る
機
会
を
与
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
大

切
。

　
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
続
け
る
現
代
は
、
情
報
が

溢
れ
た
ネ
ッ
ト
や
偏
向
報
道
の
多
い
テ
レ
ビ
の
影
響

の
為
、
真
実
や
自
分
の
目
的
を
探
す
事
が
難
し
く
子

供
達
に
伝
え
る
情
報
選
択
も
慎
重
に
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
ん
な
不
安
定
な
社
会
の
中
で
も
眞
田
先
生
の

生
徒
に
対
す
る
真
剣
な
想
い
を
聞
き
、
日
頃
の
学
校

生
活
や
行
事
の
様
子
を
動
画
や
写
真
、
日
誌
等
を
見

て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
事

を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
社
会
人
に
向
け
て
大
事
な
高

校
３
年
間
を
誰
か
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
先
生
方

に
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
子
供
と
会
話
す
る
時

間
を
多
く
作
り
一
緒
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

１
年
福
祉
科
　
百
島
　
孝
紀
　

　
福
祉
科
の
進
路
懇
談
会
で
は
、
ま
ず
学
校
で
の
活

動
や
授
業
の
様
子
を
写
真
や
動
画
で
紹
介
し
て
い
た

だ
き
、
楽
し
く
学
ん
で
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
次
に
進
路
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。
娘
は
進
路

に
つ
い
て
悩
ん
で
お

り
、
不
安
に
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
他

の
お
子
さ
ん
も
進
路
に

悩
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
を
聞
き
、
少
し
安
心

し
ま
し
た
。
学
年
主
任

の
先
生
や
担
任
の
先
生

主な部活動等の成績
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Ｐ
Ｔ
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役
員
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
各
委
員
会
の
活
動
報
告

・PTA会報「いわお」の特集ページ作成に
　向けての委員会

総務委員会

・７月、９月、10月、11月　定例交通指導
・10月あいさつ運動（委員長、副委員長）

生徒生活指導委員会

・PTA研修会に向けての係決め
・PTA研修会当日の運営

厚生部活動委員会

・学年懇談会の受付係、駐車場係、
　記録係の仕事

学級委員会
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稲刈り

１
年
間
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
振
り
返
っ
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
横

　山

　征

　典

　
日
頃
よ
り
皆
様
に
は
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
月
日
が
経
つ
の
も
早

い
も
の
で
も
う
12
月
、
令
和
４
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
も
第
８
波
と
い
わ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
拡
大
し

て
お
り
、
何
か
と
皆
様
も
苦
労
さ
れ
な
が
ら
日
々
送
ら
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影

響
を
受
け
、
以
前
の
様
な
活
動
を
十
分
に
行
う
事
は
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
感
染
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
に
は
な
り

ま
す
が
各
種
行
事
が
行
わ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
私
も
砺
波
地
区
、
富
山
県
、
全
国
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
連
の
各
行
事
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
８
月
の
全
国
大

会
に
つ
い
て
は
隣
の
石
川
県
で
の
開
催
と
い
う
事
も
あ
り
２
日
間

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
副
会
長
を
は
じ
め
、
委
員

の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
講
演
会
を
は
じ
め
各
種
行
事

を
開
催
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
も
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
に
は
な
り
ま
す
が
、

勉
強
・
部
活
動
を
は
じ
め
体
育
大
会
や
文
化
展
な
ど
の
各
行
事
も

以
前
よ
り
は
自
由
に
活
動
出
来
て
い
た
の
か
な
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
特
に
部
活
動
で
は
今
年
も
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
て
く
れ
て

お
り
ま
す
し
、
非
常
に
前
向
き
に
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
姿
は

頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　
個
人
的
に
は
今
年
４
月
よ
り
成
人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
が
っ

た
事
に
つ
い
て
、
保
護
者
と
し
て
家
庭
で
も
子
供
と
一
緒
に
考
え
、

話
し
合
う
事
が
非
常
に
大
切
に
な
る
と
感
じ
た
１
年
で
し
た
。
18

歳
と
い
う
事
で
高
校
３
年
生
が
対
象
に
は
な
る
の
で
す
が
、
そ
れ

ま
で
の
準
備
期
間
・
心
構
え
と
し
て
も
各
家
庭
で
早
い
時
期
よ
り

18
歳
成
人
と
い
う
事
に
つ
い
て
話
し
合
い
理
解
を
深
め
て
お
く
こ

と
が
非
常
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
保
護
者
の
同
意
な
く
出

来
る
各
種
契
約
に
潜
む
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
先
ず
は
私
達
保
護

者
が
し
っ
か
り
理
解
す
る
事
が
大
切
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　W
ith

コ
ロ
ナ
と
い
う
事
で
、
よ
う
や
く
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
し
新
し
い
生
活
様
式
も
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
来
年
は

ま
す
ま
す
こ
の
様
な
動
き
が
加
速
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
今
年
度
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も

子
供
た
ち
が
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
新
し

い
時
代
に
向
け
て
成
長
出
来
る
よ
う
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

常
に
成
長
す
る
こ
と

副
校
長
　
松

　代

　浩

　二

　
南
砺
福
野
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
生
徒
の
た
め
に

諸
活
動
の
推
進
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
に
引
き
続

き
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
感
の
あ
る
一
年
で
し
た
。
ま

だ
ま
だ
感
染
拡
大
は
収
ま
り
そ
う
も
な
く
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
し
て
正
し
い
知
識
を
理
解
し
た
う
え
で
、
併
存
し
な
が
ら

生
活
し
て
い
く
覚
悟
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。
学

校
行
事
は
、
生
徒
会
を
中
心
に
工
夫
を
重
ね
て
体
育
大
会
や
文

化
展
、
校
歌
応
援
歌
練
習
、
壮
行
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
、
以
前
と
全
く
同
じ
と
は
い
か
な
い
も
の
の
段
々
と
活
気
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
年
と
い
う
月
日
の
長
さ
は
、
人
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
感

じ
方
が
違
っ
て
き
ま
す
。
高
校
生
に
と
っ
て
は
、
学
業
や
部
活

動
な
ど
の
学
校
活
動
、
家
族
や
友
人
と
の
人
間
関
係
に
お
い
て

様
々
な
経
験
を
通
し
て
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
の
で
き
る
十
分
な

時
間
で
す
。
失
敗
し
た
り
壁
に
突
き
あ
た
っ
た
り
、
ま
た
、
自

分
の
思
う
と
お
り
に
物
事
が
進
ま
な
か
っ
た
り
な
ど
の
紆
余
曲

折
を
経
て
、
心
身
と
も
に
鍛
え
ら
れ
大
人
へ
と
成
長
し
て
い

く
。
（
す
で
に
進
学
先
や
就
職
先
の
決
ま
っ
て
い
る
３
年
生
も

含
め
）
多
く
の
生
徒
が
将
来
の
自
分
の
姿
を
ま
だ
明
確
に
は
描

く
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
思
い
悩
み
苦
し

み
な
が
ら
も
、
自
分
の
中
か
ら
少
し
ず
つ
未
来
へ
の
希
望
が
芽

生
え
は
じ
め
、
今
後
生
き
て
い
く
上
で
の
軸
と
な
る
も
の
を
確

立
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
願
い
た
い
も
の
で
す
。

　
保
護
者
と
教
職
員
か
ら
な
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
彼
ら
の
成
長
を
願

い
な
が
ら
指
導
助
言
者
と
し
て
、
ま
た
、
人
生
の
先
輩
と
し
て

支
援
し
て
い
く
立
場
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
自
身
も

学
ぶ
と
い
う
精
神
を
失
わ
ず
日
頃
か
ら
真
摯
に
己
を
省
み
努
力

を
積
み
重
ね
、
み
ず
か
ら
の
成
長
を
感
じ
て
生
活
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
姿
を
見
せ
て
い
く

こ
と
が
、
彼
ら
高
校
生
に
と
っ
て
明
日
へ
の
道
し
る
べ
の
一
つ
と

な
る
は
ず
で
す
。
年
末
に
こ
の
一
年
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
を
見

つ
め
、
成
長
の
度
合
い
を
確
か
め
る
と
と
も
に
自
分
自
身
を
労

い
、
さ
ら
に
新
し
い
目
標
と
な
る
志
を
立
て
る
。
「
来
年
ま
た

成
長
し
た
自
分
に
出
会
え
る
よ
う
に
」
そ
う
思
っ
て
、
こ
の
年

の
瀬
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
女
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
安
達
　
芹
香
（
31
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
少
年
男
子
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
大
原
　
士
侑
（
34
Ｈ
）

・
北
信
越
選
手
権
大
会

　
　
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
男
子
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
重
平
　
大
智
（
21
Ｈ
）

・
県
民
体
育
大
会

　
　
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
少
年
男
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
砂
田
丞
太
朗
（
31
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
髙
山
　
　
柊
（
31
Ｈ
）

　
　
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
少
年
女
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
澤
田
　
愛
華
（
32
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
安
達
　
芹
香
（
31
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
男
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
髙
山
　
　
柊
（
31
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
重
平
　
大
智
（
21
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
女
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
安
達
　
芹
香
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
澤
田
　
愛
華
（
32
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
少
年
男
子
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
大
原
　
士
侑
（
34
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
脊
戸
　
琉
成
（
32
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
少
年
女
子
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
澤
田
　
愛
華
（
32
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
今
井
　
　
怜
（
31
Ｈ
）

・
北
信
越
高
校
新
人
大
会

　
　
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
少
年
男
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
重
平
　
大
智
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
位
　
横
山
　
晃
征
（
25
Ｈ
）

　
　
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
少
年
女
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
前
寺
菜
々
美
（
26
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
男
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
奥
野
　
義
生
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
朝
日
　
清
紀
（
26
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
位
　
藤
井
　
佑
太
（
16
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
女
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
西
東
　
咲
葵
（
17
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
森
田
結
和
菜
（
11
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
大
島
　
萌
生
（
17
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
位
　
辻
　
　
唯
愛
（
17
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
新
人
大
会

　
　
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
少
年
男
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
重
平
　
大
智
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
横
山
　
晃
征
（
25
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
本
多
　
真
哉
（
23
Ｈ
）

　
　
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
少
年
女
子
立
60
射
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
前
寺
菜
々
美
（
26
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
男
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
奥
野
　
義
生
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
重
平
　
大
智
（
21
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
女
子
立
射
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
西
東
　
咲
葵
（
17
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
森
田
結
和
菜
（
11
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
辻
　
　
唯
愛
（
17
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
少
年
男
子
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
朝
日
　
清
紀
（
26
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
重
平
　
大
智
（
21
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
横
山
　
晃
征
（
25
Ｈ
）

　
　
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
少
年
女
子
60
発
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
西
東
　
咲
葵
（
17
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
森
田
結
和
菜
（
11
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
前
寺
菜
々
美
（
26
Ｈ
）

◆
新
体
操

・
富
山
県
高
校
春
季
大
会

　
　
女
子
フ
ー
プ
　
　
　
１
位
　
水
野
　
美
鈴
（
25
Ｈ
）

　
　
女
子
ボ
ー
ル
　
　
　
１
位
　
水
野
　
美
鈴
（
25
Ｈ
）

　
　
女
子
個
人
総
合
　
　
１
位
　
水
野
　
美
鈴
（
25
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
水
上
　
凜
音
（
35
Ｈ
）

　
　
女
子
団
体
　
　
　
　
１
位

・
富
山
県
高
校
総
体

　
　
女
子
フ
ー
プ
　
　
　
１
位
　
水
野
　
美
鈴
（
25
Ｈ
）

　
　
女
子
ボ
ー
ル
　
　
　
１
位
　
水
野
　
美
鈴
（
25
Ｈ
）

　
　
女
子
個
人
総
合
　
　
２
位
　
水
野
　
美
鈴
（
25
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
山
根
菜
乃
花
（
27
Ｈ
）

　
　
女
子
団
体
　
　
　
　
１
位

・
北
信
越
高
校
体
育
大
会

　
　
個
人
試
合
　
　
　
　
６
位
　
水
野
　
美
鈴
（
25
Ｈ
）

・
北
信
越
国
民
体
育
大
会

　
　
少
年
女
子
団
体
　
　
３
位
　
富
山
県
代
表

　
　
少
年
女
子
個
人
　
リ
ボ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
山
根
菜
乃
花
（
27
Ｈ
）

・
富
山
県
民
体
育
大
会

　
　
少
年
女
子
団
体
　
フ
ー
プ
　
１
位
　

　
　
少
年
女
子
個
人
　
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
水
上
　
凜
音
（
35
Ｈ
）

・
富
山
県
高
等
学
校
新
人
大
会

　
　
女
子
個
人
総
合
　
２
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
位
　
水
野
　
美
鈴
（
25
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
位
　
山
根
菜
乃
花
（
27
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
位
　
前
川
　
舞
美
（
22
Ｈ
）

　
　
種
目
別
　
ボ
ー
ル
　
１
位
　
水
野
　
美
鈴
（
25
Ｈ
）

　
　
ク
ラ
ブ
　
　
　
　
　
１
位
　
水
野
　
美
鈴
（
25
Ｈ
）

◆
新
体
操

・
富
山
県
高
校
総
体
　
女
子
　
２
位

《
そ
の
他
》

・
富
山
県
青
少
年
美
術
展

　
　
書
部
門
　
　
　
　
　
金
賞
　
三
島
　
柚
乃
（
36
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
選
　
河
合
　
優
花
（
21
Ｈ
）

　
　
絵
画
部
門
　
　
　
　
入
選
　
浦
井
　
沙
綾
（
11
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箭
原
　
　
葵
（
11
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
　
歩
実
（
12
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
奈
未
（
23
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
紗
英
（
25
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
山
菜
々
実
（
26
Ｈ
）

・
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
署
長
賞
　
架
田
　
　
昊
（
14
Ｈ
）

・
富
山
県
高
校
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
ス
ピ
ー
チ
部
門
　
奨
励
賞
　
山
田
　
柊
翔
（
26
Ｈ
）

◆
農
業
環
境
科

・
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
富
山
県
大
会
　

　
　
意
見
発
表
会
分
野
Ⅰ
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
　
田
中
　
駿
也
（
36
Ｈ
）

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

　
　
分
野
Ⅱ
類
　
開
発
・
保
全
・
創
造
　
優
秀
賞

　
　
分
野
Ⅲ
類
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
　
優
秀
賞

◆
福
祉
科

・
北
信
越
高
校
生
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
良
賞
　
山
本
　
美
怜
（
37
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
　
蛍
子
（
37
Ｈ
）

・
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
高
校
生
の
部
　
最
優
秀
賞
　
松
井
　
彩
吹
（
37
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
　
岡
田
　
彩
鈴
（
27
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
　
小
森
あ
ず
き
（
17
Ｈ
）
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